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1. はじめに
我が国は戦後の混乱からものづくりを通して復興してきた。そして、1960 年代から 70 年代にかけて、奇跡とまでい
われる高度経済成長を遂げ、経済的には世界の一流国の仲間入りを果たした。1970 年代前半のオイルショックに
よって、高度成長から低成長、安定成長へと移行し、その後も 1990 年のバブル崩壊までは安定した成長が続い
た。この高度経済成長、安定成長を支えていた根本には、科学があり、技術があったということができよう。バブル
崩壊後、経済は低迷を続けており、1990 年代はいわゆる空白の 10 年と呼ばれている。21 世紀に入り、我が国は
本格的な高齢化社会をまさに迎えようとしている中で、自国の発展のために、また、国際社会で貢献していくため
に、経済的発展を維持し、さらに環境問題、エネルギー問題など地球規模の諸問題を解決していく上で、科学技術
は重要な鍵を握っているとされる。我が国は科学技術創造立国の実現に向けて、科学技術基本計画を策定し、さま
ざまな施策を展開することにより科学技術の振興に取り組んでいるところである。
一方で、我が国では子どもたちの理科離れ、若い世代の科学技術離れが指摘されている。学校での理科や数学
の成績については、国際数学・理科教育調査や生徒の学習到達度調査などの結果、国際的にみて上位レベルに
あるものの、理科や数学の勉強の好き嫌いでは、好きとする割合が最低レベルにある。このことと関連しているの
か、現在の 20 歳代、30 歳代の科学技術への関心は、以前の世代に比べて低いことが明らかになっている。科学
技術についての関心の日米比較でも、日本人は米国人よりも科学技術に対する関心が低いことがわかっている。
France: Museum National d'Histoire Naturelle
France: Cite des sciences et de I'industrie
UK: The Natural History Museum
UK: Eureka!
UK: Science Museum
USA: American Museum of Natural History
USA: The Exploratorium
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もちろん、この状況に対して手をこまねいているわけではない。学校はもちろんのこと、科学館 (注 1)、児童館をは
じめさまざまな場所において科学技術を理解してもらう活動、科学技術に関心を持ってもらう活動が展開されてい
る。
このような科学技術理解増進活動への参加の有効性を判断する方法の一つとして、来館者へのアンケート調査が
考えられる。そこで、全国の科学館において来館者に対してアンケートを実施しているかどうか、現状を確認したと
ころアンケートを実施している科学館 (112 館) のうち、来館者の意識の変化等が質問の項目に入っていると回答し
た科学館はわずか 9 館 (8.0%) であった。また、この 9 館のうちアンケート結果を公表していると答えたのは 3 館
あったが、科学理解増進活動への参加の有効性を判断するには、十分な内容とはなっていなかった。(注 2)
このように、科学技術理解増進活動への参加者が活動に参加することによって、理科や科学が好きになったかと
いった点について、科学技術理解増進活動の有効性評価の重要な要素であるにもかかわらず、あまり調査されて
こなかった。そこで、実際にアンケート調査を行って科学技術に関する理解増進活動がどのような影響を参加者に
及ぼしているかについて明らかにすることを試みることとした。
そもそも科学技術の理解増進活動に参加する人は、もともと科学や技術に対する関心が高いと思われることから、
結果をそのまま一般化することには十分な検討が必要であり、さらなる調査・分析が必要であろう。しかしながら、
科学技術に関する普及啓発活動に参加することが何らかの影響を受けていることが明らかになれば、科学技術理
解増進活動の有効性を評価することにつながる。さらに、科学技術理解増進活動の実施方法と参加者への影響の
関連、実施方法の問題点などが明らかになれば、今後の科学技術理解増進活動のあり方を考えるうえで参考にな
ると考えられる。
この調査はいわゆる科学技術理解増進活動に関する調査の端緒に過ぎない。国民が科学技術に触れる機会は無
数にある。科学技術理解増進活動も各所で展開されている。それらの機会を十分に活用して、国民の科学技術離
れといわれる状況に歯止めをかけ、さらに科学技術への理解を深めるために、さまざまな施策を立案、実行してい
かねばならない。本調査がそのきっかけになればと考える。
1. (注 1) 本報告書で「科学館」とは、科学館に加え、科学系博物館を含めている。ただし、「フランス自然史博
物館」など固有名詞として「博物館」と表現されるものについては博物館との表現を使うこともある。また、本
報告書で「科学館等」とは、「科学館」に加えて、日本宇宙少年団など一般の人に対して科学技術に関する
普及活動を行っている団体を含めたものを指している。
2. (注 2) 全国の科学館における、来館者に対したアンケート調査の実施状況 (*1) (n=203)
全国の科学館における、来館者に対したアンケート調査の実施状況
アンケート調査を実施していますか
はい (* 2) いいえ (* 3)
112 (55.2%) 91 (44.8%)
アンケートの中に来館者の意識の変化を問う項目が含まれていますか -
はい いいえ -
9 (8.0%) 103 (92.0%) -
結果を公表していますか - - -
はい (* 4) いいえ (* 5) - - -
3 (33.3%) 6 (66.6%) - - -
1. * 1 調査は全国科学博物館協議会と全国科学館連携協議会に所属する科学館 (321館) に対して行い、203
館から回答を得た(回収率 63.2%)。(H15.9実施)
2. * 2 アンケート調査を実施している 112 の科学館のうち、結果を公表しているのは 22 館 (19.6%)。
3. * 3 アンケートを行わない理由としては、 予算、人員の不足、 入館者の傾向を調べるために行ったが、
傾向がわかったので現在は必要ない、 アンケート結果がおおよそ毎回同じなのでやめた、 入館者が減
少したためやめた、等の回答。
4. * 4 アンケート調査を実施している 112 の科学館のうち、アンケートの中に意識の変化 (来館後理科が好き
になった等) が質問項目に入っていると答えた科学館は 9 館あり、このうち 3 館が結果を公表していると回
答。しかし、公表している内容はサンプル数が少なかったり、自由記述の中の回答であったりと、これをもっ
て科学技術理解増進活動への参加の有効性を判断するのは困難。
5. * 5 アンケート結果を公表しない理由としては、来館者の傾向 (性別、年齢、住所等) や、常設・特別展示や
館のサービス等について来館者の評判を調べ、今後の企画案や改善点を見つけるための内部資料として利
用することを調査の目的としているため等の回答。
2. 調査の目的
科学館では一般向けに友の会活動や講演会などを展開して、科学館の活動を理解してもらうとともに、一般の人の
科学技術理解増進に努めている。科学館以外でも、大学や研究機関、企業などさまざまな団体が主催者となって、
科学技術理解増進活動を展開している。しかしながら、科学技術理解増進活動を行ってもその効果の測定という点
では、それぞれの主催者が参加者に対して、活動の良し悪し、満足度、問題点など簡単なアンケート調査は行って
いる程度で、その結果が公表されることはなく、科学技術理解増進活動の効果については、効果がありそうだと推
測されるにとどまっていたと考えられる。
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そこで、科学理解増進活動が参加者に及ぼした影響を調査するためのアンケート票を作成し、関係機関のご協力
をいただき、実際にアンケートを実施してデータ収集を行ってみることとした。
そして、科学理解増進活動関係者の参考として供することを目的として、得られたデータを解析することにより科学
技術理解増進活動の影響の測定を試みた。
3. 調査の方法
アンケート票を作成するにあたり、科学技術政策研究所科学技術理解増進研究会委員等、科学技術理解増進活動
に参画している方々にインタビューを行った。その結果、これまで科学技術理解増進活動に関する調査、特に今回
試みに実施する、科学館が行う科学技術理解増進活動の参加者に対して影響の有無を問うアンケート調査の雛型
となるような調査は行われていなかった。このことから、科学技術の理解増進に関する活動の有効性が測定できる
と思われるアンケート票を作成した (巻末資料 1、2)。
アンケート調査の項目としては、科学技術理解増進活動に参加した動機や参加したことにによる影響を評価できる
よう、
1.  理科の好ききらい
2.  科学技術の関心分野
3.  活動への参加の頻度
4.  活動に対する満足度
5.  参加したことでの理科の好ききらいの変化
6.  参加したことで新たに関心をもった科学技術分野
7.  他の科学技術に関する講演などへの参加
8.  高校、大学、就職への影響
などを質問項目とした。
アンケート調査の対象としては、科学技術理解増進活動を行っている事例として、科学館における事例を一つと科
学館以外における事例を一つ選ぶこととした。そして、それぞれの事例として、科学館における理解増進の活動とし
ては東京都千代田区北の丸にある科学技術館が運営する科学技術館サイエンス友の会を、また、科学館以外の理
解増進の活動としては東京都中央区湊に本部を置く日本宇宙少年団を選び、アンケートへの協力を依頼した。
両団体から提供いただいた会員名簿を整理し、会員の規模から、科学技術館サイエンス友の会については全数調
査、日本宇宙少年団については無作為抽出法 (系統抽出法) によって実施した。
両団体へのアンケートについては、アンケートは基本的に同一とし、各団体からの協力依頼文とともに、郵送調査
法によって 3 月中旬に発送、3 月末を目途に回収することで実施した。最終の回収期限は 4 月末とした。
なお、今回のアンケート調査は、科学技術館サイエンス友の会及び日本宇宙少年団を対象としており、そもそもこ
れらの活動に興味をもつ子供、大人たちは元々科学技術への関心が高いことから、調査での結果をそのまま一般
化することは難しいと考えられるが、他方、科学技術の理解増進に関する活動に参加したことで科学技術への興味
が増した、理科が以前よりも好きになった、など有効性の傾向については、特段科学技術に興味をもたない一般の
人にも当てはまる可能性が高いものと考えて実施した。
4. 科学技術館サイエンス友の会会員へのアンケート調査の結果と分析
この章では科学技術館サイエンス友の会会員へのアンケート調査の結果、次章では日本宇宙少年団団員へのア
ンケート調査の結果を報告するが、これは、科学技術を一般の人に知ってもらうための科学技術理解増進活動は
有効であるか否かを評価するための試行として行ったものである。一般向けの活動とはいえ、これらの活動に参加
すること自体、科学技術への関心がもともと高いためと思われるが、本アンケート調査から、科学技術理解増進活動
は効果があること、効果をあげるための課題が明確になることは、今後、科学技術に関する一般の人々の理解を得
ていくうえで参考になるであろうと考えたからである。
4.1 科学技術館サイエンス友の会について
科学技術館 (東京都千代田区北の丸公園) は、現代から近未来の科学技術や産業技術に関する知識を広く国民
に対して普及・啓発することを目的に、財団法人日本科学技術振興財団が設立した組織で、昭和 39 年 4 月に開
館した。館内の展示は、参加体験型のものが多く、見たり、触ったりして楽しみながら、科学技術に興味、関心を深
めるように構成されている。
平成 14 年度の入館者数は 56 万 5 千人で、入館者は子どもから大人まで幅広い層に及んでいるが、大半は青少
年で占められており、最近の傾向としては、ファミリーや友だちどうしで来館する人が増えている。
科学技術館サイエンス友の会は小学校 3 年以上を対象とした 1 年間の会員で構成されている。友の会では、工
作教室、実験教室、パソコン教室、自然観察教室をはじめとして、科学技術に関する講演会や施設見学会等のいろ
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いろな楽しい行事を通じて「科学する心」を育て、「創る喜び」を体験することを目指して活動を行っている。
友の会の会員は、
小学校 3 年生から中学校 3 年生までを対象としたこども会員
高校生以上を対象とした普通会員
小学校 3 年生以上の家族を対象とした家族会員
で構成されている。
科学技術館サイエンス友の会会員になると
1.  友の会主催の実験教室、工作教室、施設見学会、自然観察教室、パソコン教室、特別教室、レオナルド・
ダ・ヴィンチ教室に参加できる。
2.  友の会ニュースが年 7 回発行され、友の会の行事や科学技術館主催の特別展や各種行事等を知らせて
くれる。
3.  友の会の会員証を提示することで、科学技術館の見学が無料となる。
4.  船の科学館の入場料が割引になる。
5.  科学技術館内の売店で、割引が受けられる。
という特典が受けられる。
科学技術館サイエンス友の会主催の教室の概要は以下のとおりである。
1.  工作教室: 工具の使い方の習熟、身近な材料を使って自分で工作、さらに自分で作りたいものを考えて
工作する教室を開催。
2.  実験教室: 実験をとおして科学的なものの考え方を身につけることを目標に、身近なものの基本的な性質
を調べる実験、リサイクルなど環境問題に関連した実験を実施。
3.  特別教室・施設見学会: 特別教室では、専門の先生を講師に招き、それぞれの専門分野をやさしく説明
する教室の開催。施設見学会では先端科学技術が利用されているさまざまな施設を見学することで科学に
対する興味を増進。
4.  パソコン教室: パソコンの基本的な使い方からホームページ作成などの応用まで、会員の各レベルに対
応した教室を開催。
5.  自然観察教室: 身近にある自然を観察し、自然観察の面白さや楽しさを体験し、自然環境の大切さがわ
かるような教室を実施。
6.  自然観察特別教室: 自然をたっぷり体験できるように、泊りがけの自然観察教室を実施。
7.  ハンズオン・ユニバース (JAHOU) 教室: 天文に興味のある中学生を対象にしてインターネットや天体画
像を解析するソフトウェアを使ったワークショップを実施。
8.  レオナルド・ダ・ヴィンチ教室: 参加者が自主的に研究テーマ、研究方法、スケジュールをたて、10 回の
教室で1つのテーマについて探求。
4.2 アンケート調査の回収結果など
(1) 調査対象
1997 年から 2002 年の科学技術館サイエンス友の会会員 (こども会員、普通会員、家族会員)
(2) 対象の大きさ
会員数: 6,528 人 (2,498 戸 (家族))
(3) 調査方法
全数調査
(4) 実施方法
郵送調査法
(5) 実施時期
3 月中旬に調査票を郵送し、3 月末を目途として回収 (実際は、4 月末までに回収したものを有効とした)
(6) 回収率
15.6% (912 人 (272 戸) から回答)
(回収率は発送総数6,528から宛先不明として返却された数679を引いた着信した数5,849に対する比)
(7) 回答者の属性
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本アンケート調査に回答した者は 912 人であった。回答者の性別、年齢構成、性別毎の年齢構成、入会時
の年齢構成、現役会員数の属性は次のとおりである(表 1 〜 表 5)。男女別では、男性 459 人、女性 450
人、不明が 3 人、回答者のうち現役会員は 386 人、非現役会員 (退会会員及び現役かどうか不明の者を含
む) は 526 人であった。なお、現役会員の在籍期間の平均は 2.63 年、退会会員の在籍期間の平均は 2.17
年であった。
性別、年齢等で不明なものがあるが、結果の集計にあたっては、各問ごと、属性ごとに有効な回答について
集計して掲載した。したがって、一つの問の中でも回答数が異なることがある。
表 1 - 回答者の男女構成
回答者数 男性 女性 不明
912 (100.0%) 459 (50.3%) 450 (49.3%) 3 (0.3%)
表 2 - 回答者の年齢構成
年齢 回収数 割合 (%)
0〜5歳 2 0.2
6〜8歳 13 1.4
9〜11歳 156 17.1
12〜14歳 187 20.5
15〜17歳 114 12.5
18〜19歳 42 4.6
20〜29歳 32 3.5
30〜39歳 57 6.3
40〜49歳 239 26.2
50〜59歳 50 5.5
60〜69歳 7 0.8
70歳〜 2 0.2
計 901 98.8
不明 11 1.2
合計 912 100.0
表 3 - 回答者の男女別、年齢構成
男性
年齢 回収数 割合 (%)
女性
年齢 回収数 割合 (%)
0〜5歳 1 0.2 0〜5歳 1 0.2
6〜8歳 4 0.9 6〜8歳 9 2.0
9〜11歳 99 21.7 9〜11歳 56 12.6
12〜14歳 106 23.2 12〜14歳 80 18.1
15〜17歳 66 14.5 15〜17歳 48 10.8
18〜19歳 32 7.0 18〜19歳 10 2.3
20〜29歳 22 4.8 20〜29歳 10 2.3
30〜39歳 13 2.9 30〜39歳 44 9.9
40〜49歳 79 17.3 40〜49歳 160 36.1
50〜59歳 27 5.9 50〜59歳 23 5.2
60〜69歳 5 1.1 60〜69歳 2 0.5
70歳〜 2 0.4 70歳〜 0 0.0
計 456 100.0 計 443 100.0
表 4 - 回答者の入会時の年齢構成
年齢 回収数 割合 (%)
0〜5歳 7 0.8
6〜8歳 207 22.7
9〜11歳 264 28.9
12〜14歳 30 3.3
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15〜17歳 6 0.7
18〜19歳 2 0.2
20〜29歳 0 0.0
30〜39歳 155 17.0
40〜49歳 150 16.4
50〜59歳 14 1.5
60〜69歳 5 0.5
70歳〜 1 0.1
計 841 92.2
不明 71 7.8
合計 912 100.0
表 5 - 回答者の現役会員、非現役会員 (既退会会員
及び現役か否か不明の者) の構成
回答者数 現役会員 非現役会員
912 (100.0%) 386 (42.3%) 526 (57.7%)
4.3 アンケート調査結果
問 1 科学技術館サイエンス友の会を知ったきっかけ
科学技術館サイエンス友の会を知ったきっかけとしては、「家族を通じて知った」とするものが 36.8% ともっとも多く、
次いで「自分で知った」とするものが 35.6%、「友だちを通じて知った」が 22.1% などとなっている(図 1)。
年代別では、入会時の年齢が 0 歳から 19 歳までの未成年層では「家族を通じて知った」とする回答 51.2% ともっ
とも多く、次いで「自分で知った」が 25.5%、「友だちを通じて知った」が 20.8% であった。この年代では、「家族を通
じて知ったとする」割合が 5 割以上であり、家族からの働きかけが重要であることがわかる(図 2)。
入会時の年齢が成人層では「自分で知った」とするものが 51.1% でもっとも多く、次いで「友達を通じて知った」が
26.9%、「家族を通じて知った」が 15.5% などとなっている。
注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した(2 つ選択した)者が 13 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 914 としてグラフを作成した。
注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した(2 つ選択した)者が 13 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 850 としてグラフを作成した。総数が図 1 と異なるのは、年代別に分けることので
きない回答を削除したため。未成年 n=524、成人 n=326。
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問 2 科学技術館サイエンス友の会に参加したきっかけ
科学技術館サイエンス友の会に参加したきっかけについては、「家族に参加するようにすすめられた」が 42.8%、
「自分で参加したいと思った」が 39.6%、「友だちに参加するようにすすめられた」が 9.1% などとなっている (図 3)。
年代別では、入会時の年齢が 0 歳から 19 歳までの子どもの層では「家族にすすめられて」とする回答が 52.4% と
もっとも多く、次いで「自分で」が 36.3% となっており、未成年者に対しては、問 1 の知ったきっかけ同様、家族から
の働きかけが重要であることがわかる (図 4)。
入会時の年齢が 20 歳代以上の成人層では「自分で」とするものが 46.4% でもっとも多く、次いで「家族にすすめら
れた」が 30.0% などとなっている。成人層では子どもが入会するために親も入会するというケースが考えられ、この
回答が「家族にすすめられて」に反映されているものと思われる。
注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 20 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 920 としてグラフを作成した。
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注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 20 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 856 としてグラフを作成した。総数が図 3 と異なるのは、年代別に分けることので
きない回答を削除したため。未成年 n=526、成人 n=330。
問 3 科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好き、きらい
科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好ききらいに関しては、「好き」とするものが 45.4%、
「どちらかというと好き」が 23.0% で、両者を合計して 68% が好きだと回答している。科学技術館サイエンス友の会
に入会していることから、理科、科学に関する意識は高いと予想されたことが裏付けられる結果となっている (図
5)。
男女別、世代別 (入会時年齢別) に理科 (科学) の好ききらいをみると、成人男性では「好き」、「どちらかというと好
き」が 80.0% を占め、20 歳未満の男性でも 76.1% が好きと答えている。一方、女性では、成人で 56.5%、20 歳未満
で 63.2% であり、男性に比べると低いが、半数以上が理科を好きとしていることから、理科や科学に好感を持って
いることが伺える (図 6)。
「どちらかというときらい」、「きらい」とする理科や科学をきらいとする割合は、全体で 7.4%、男女別、世代別で成人
女性が 13.1% のほかは 10% 未満となっており、今回アンケートに回答いただいた科学技術館サイエンス友の会会
員の中では少数であることがわかる (図 6)。
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男性未成年 n=313、男性成人 n=110、女性未成年 n=210、女性成人 n=214
科学技術館サイエンス友の会入会時に 9 歳から 11 歳だった男子が理科を「好き」、「どちらかというと好き」と回答
した割合は 74.9%、同年齢の女子が「好き」、「どちらかというと好き」と回答した割合は 74.2%、入会時に 12 歳から
14 歳だった男子が理科を「好き」、「どちらかというと好き」と回答した割合は 82.3%、同年齢の女子が「好き」、「どち
らかというと好き」と回答した割合は 61.5% であった。
これを文部科学省が平成 13 年度に実施した教育課程実施状況調査と比較すると、教育課程実施状況調査で「理
科の勉強が好き」との問に対して「そう思う」、「どちらかというとそう思う」とする人の割合は、小学校 5、6 年男子の
平均が 75%、小学校 5、6 年女子の平均が 62%、中学校男子の平均が 64%、中学校女子の平均が 46% であること
から、科学技術館サイエンス友の会に入会時に小学校高学年である男子については全体と同じ傾向であるが、そ
れ以外の区分では一般よりも理科を好きとする割合がかなり高いということがわかる。
問 4 科学技術館サイエンス友の会に参加する前の科学技術の関心分野
科学技術館サイエンス友の会に参加する前、あなたは科学技術のどの分野に関心がありましたかとの問いに関し
て、「その他」を含めて 13 の選択肢から複数回答可能としてたずねた。全体では、生物 36.4%、コンピュータ
36.0%、ロボット 29.8%、化学 27.6%、天文 26.5% であった (図 7)。
世代別では、入会時の年齢が 19 歳までの未成年層では、コンピュータ 38.0%、ロボット 36.8%、生物 32.5%、化学
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28.5% が上位に位置している。入会時の年齢が 20 歳以上の成人層では、生物 42.5%、天文 34.8%、コンピュータ
33.9%、環境 28.8%、医学 27.2%、化学 26.8% で未成年層と成人層で関心分野が違うことがわかる。
未成年 n=505、成人 n=313。
問 5 科学技術館サイエンス友の会の活動への参加回数
科学技術館サイエンス友の会の活動への参加回数について 10 の選択肢を示してたずねたところ、6 回 〜 10 回と
する人がもっとも多く 23.7%、それ以外は 10%前後以下であった。参加回数が 11 回以上と科学技術館サイエンス
友の会の活動に頻繁に参加する人も 22.3% と 5 人に 1 人以上を占めている。一方で参加回数が 0 という人も
8.9% いた (図 9)。
自由記述欄に活動への参加回数を記述した人もあり、これまで約 300 回参加したという 13 歳男子、約 100 回参
加したという 12 歳男子、同じく 13 歳男子もいた。
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問 6 科学技術館サイエンス友の会の活動に対する満足度
科学技術館サイエンス友の会の活動に対する満足度についてたずねたところ、全体では「満足」、「どちらかという
と満足」とする人が合計で 70.9%、「ふつう」が 23.7%、「どちらかというと不満」、「不満」とする人が 5.4% という結果
で、全体の 7 割以上が満足していることがわかった (図 10)。
男女別、世代別に満足度をみると、成人女性以外の層では、「満足」、「どちらかというと満足」とする人がいずれも
7 割以上であるが、成人女性では 65.6% と低くなっている。また、成人女性の層では、「どちらかというと不満」、「不
満」とする人が 10.0% と他の層よりも高い傾向がある (図 11)。
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男性未成年 n=304、男性成人 n=75、女性未成年 n=196、女性成人 n=201
問 6 については自由記述欄を設けて、要望や不満、感想を書いていただいた。主な自由記述には次のようなもの
があった。
◎ 楽しかった、おもしろかった
親子で一緒にへぇー、あれーっと思ったことが楽しく思い出になった。私も小学生のように素直にびっ
くりできたこと。(40 歳女性)
友の会の活動が終わった後で技術館の中を友達と一緒に探索するのが楽しみでした。(17 歳男性)
◎ よかった、満足した
子どもの作業中に手出ししないところが良い。他館で先生がとりあげてやってしまうとことがあり、子ど
もはむかついている。(47 歳女性)
自分の知らなかった世界を見ることが出来て、子供だったけれどもとても感動し、今の自分にもおおい
に影響している。(18 歳男性)
小学生の息子たちのためにと入会したのですが、おかげで私の方がより楽しませていただいたのかも
しれません。親子で参加できる行事は良いですね。(47 歳女性)
入会した頃は新鮮だったので楽しかった。しかし、何年経っても似たようなことしかやらなくなり、不満
になってきた。学校(通っている)とは別の友人ができてうれしかったのは大満足だった。(22 歳男性)
入会した年の初めにはオリエンテーションがあり、科学技術館の活動の意図が説明されました。子ども
が自主的・積極的に参加することだから、参加申込はがきは自分で書く、キャンセル・欠席の連絡も子
どもが自分でする、礼儀正しくすること、というお話でした。以来、先生方を信頼し、どんな活動にも安
心して子どもを参加させることができます。(50 歳女性)
◎ 見学会がよかった、施設見学で体験をしてみたい
見学した所(工場など)の中にはいってみたい。工場などでやっている仕事を体験してみたい。(10 歳
女性)
見学だけでなく、体験ができたら良いと思います。走査電子顕微鏡の回は楽しかったです。(41 歳女
性)
◎ 応募しても当たらない
会の活動は満足しておりますが、内容によっては人気が高く、参加できないものもありましたので、そ
の点については残念に思うこともありました。あと、高学年〜中学年向きの講座をもう少し増やしてい
ただけたらいいなと思ったこともありました。(42 歳女性)
希望する講座に申し込んでも満員と断られてしまうことが多かった。会員数に対しての講座募集人数
が少ないのではないのでしょうか。個人ではできない、学校ではやってくれない実験を体験させてく
れたことはよかった。(44 歳女性)
参加希望しても抽選にもれて行けなかったのがあって、少々残念でした。人気のある催しは殆ど抽選
もれでした。どうしてですか？(39 歳女性)
なかなか当選できない(整備場見学も難解も駄目だった)。(10 歳男性の親回答)
良い企画があるのに、PR不足ではないでしょうか。定員オーバーで受けたい分野が受けられないもの
があり残念でした。(54 歳男性)
◎ 予定が立てづらい、スケジュールがあわない、講座参加の手続きが面倒
興味があり参加したい企画があっても、日程が限られている為、参加できない場合が多い。日程の多
様化、複数日化を希望します。高い年会費を払っているのに、各プログラムに参加する度に参加費が
かかるのは、ご考慮いただけないかと思います。(40 歳女性)
結局参加することはありませんでした。何故なら前もって(我家としては予定がたたない)往復はがきで
申し込むという手続き、時間を考えると、二の足をふんでしまったため。(13 歳女性の親回答)
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何回も来ている子とはじめての子、低学年と高学年の子も一緒なので、最初はとまどいました。申込み
が早く、返事が来るのが遅いので、予定がたちにくい(夏休みなど)。内容や指導の仕方はとてもよかっ
た。(47 歳女性)
1回ごとの申込みでなくて継続的な活動にしてほしかった。興味がないものでもやってみて楽しさがわ
かったということもあるから、行きたいときには都合が悪く、暇なときには行きたいものがなかった。(12
歳男性の親回答)
◎ 遠くて参加しづらい
集合時間が早かったり、行きたい所へはとても遠かったりで、なかなか参加することができなかった。
海外の研修へ行けなかったのはとても残念。(13 歳女性の親回答)
値段も安くてもっと参加したかったが、片道1時間15分かかるのでなかなか参加できなかった。(40 歳
女性)
◎ 子どもの年齢制限のため参加できない
子どもの年齢制限はやめてほしい。一番下の子(未就学だった)と一緒に参加できないことがあった。
実費でいいので、小さい子の参加も認めてほしい(一緒なら可でよいので)。先生が怖いと子どもは
言って、参加しないことがあった。私は母親であるが、親子で参加することにより、子どもに科学への扉
をあけるチャンスをつくるきっかけになす。アンケートに答えてはくれなかったが上の2人は何らかの影
響があったとあったと思う。(41 歳女性)
楽しかった。だんだん年齢(学年等)対象に制限が設けられ、参加できる講座が狭まり、残念に思いま
した。(49 歳女性)
◎ 継続の手続きが短い、選にもれてしまった
継続の期間が短く、逃してしまった(入会や講座の申込み等をE-MAILなど工夫してほしい。助手が少
ない)。講座は小学校低学年には無理なものが多い。(41 歳女性)
今年度も応募したかったが、申込み期間が限定されすぎ、申し込みそびれた。インフルエンザに家族
中がかかったためだが、定員に満たないときには応募を受け付けるなど考えてほしい。友人もやはり
同じパターンで今回あきらめました。Telをしても1〜2日なのに「締め切りを過ぎているから」で終わりで
役所的だと思った。それなら手紙(貴会)からのが届いてからいつまでをいうようにしてくだされば、申
込みそびれることはなかった。何日から何日というのはきつい。(40 歳女性)
入会した時、満員で断られ、1年待って入会させてもらった時には、熱意が半減してしまって残念だっ
た。(45 歳女性)
申込み時間が短い→3月上旬位まで。抽選で外れることがある→応募人数を増やしてほしい。(14 歳
男性)
◎ 指導者の数が少ない、参加者の人数が多い
活動の参加人数に対して、指導者の数が少なく、年少の会員にとっては不親切であると感じられた。
(17 歳女性)
工作教室に参加したのですが、人数の多い中、説明を聞いて動くには困難性を感じた。(49 歳女性)
もう少し少人数で活動したかった。(13 歳女性)
◎ 講師の問題点
外部からの先生は毎回とてもよい内容でした。友の会専属の先生は、子どものなぜ？に理解がなく残
念です。(39 歳女性)
説明の下手な先生にあたるとよくわからない。参加したい講座になかなか参加できない。(10 歳女性
の親回答)
電気工作の講師の方が娘の質問に対して答えて下さらず、我が子には参加してほしくないと言われた
ので、その後あまり行かなくなってしまいました。とても嫌な思い出です。(48 歳女性)
◎ 講座の難易度、対象年齢
中学生以上対象の講座は少し難しくて退屈だった。(15 歳男性)
適応年齢を限って講座を開いた方がわかりやすいと思います。当時小2・幼稚園だったうちの子どもた
ちにはかなり難しかったから。(49 歳女性)
4年生でも参加できる行事をもっと増やしてほしい。(10 歳男性の親回答)
高校生にも参加しやすいイベントを増やしてほしい。(17 歳男性)
工作教室・パソコン教室は低学年向き。中学生でも参加できるものがあるといいと思う。(42 歳女性)
中学生の頃に在会していたが、小学生が多く、あまり積極的にやりたいと思えなかった。もっと多くの
人が(多くの年齢層に)参加しやすいイベント作りを。(21 歳女性)
◎ 講座数を増やしてほしい、プログラムの変化がない
大人向けの講座をもっと増やしてほしい。例えば NHK でやっていた「大人の科学」教室のようなも
の。(47 歳男性)
実験教室を多くしてほしい。(12 歳男性)
長い間会員だとプログラムが同じで変化が無い(中級クラスがない)。前回参加したものより、1歩先に
進むものがなし。全部はじめての人ばかりが対象。(35 歳女性)
毎年同じような講座が多い。化学的な実験が小学生用にもっとあっても良いと思う。(39 歳女性)
◎ 講座の運営への不満・要望
一度やったことが何年も続くので、2回以上同じ教室をあまりやらないでほしい。(11 歳男性の親回答)
サイエンス友の会だから用意できる工作材料やわくわくさせる工作ものがなかった。北の丸公園の四
季を見ても家の周りと変わりが無く、新たな発見という気がしなかった。科学技術館なので、もっと期待
していたのでがっかりした。(46 歳女性)
最近も同じような所が増え、同じようなことをやっていたりするので、だんだん足が遠のいてきた。人間
味ある先生の指導であれば、子どもにとって良い出会いがあるので参加させたい。(46 歳女性)
もう少し屋外での実験を増やして欲しい。(14 歳男性)
もう少し時間があればいいと思った。(12 歳男性)
◎ 参加費が高い、会費が高い
会費が高い。家族会員で入会したのに、未就学児だけ別会費ということで後から徴収されたのは納得
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がいかない。(41 歳女性)
金額のわりには内容がつまらない。(12 歳女性の親回答)
年会費を払っているのにも関わらず、毎回の参加に1000円前後の金額を支払わなければならない。
夏休みを除き、会員のみしか参加できない。クラフト教室など科学技術と関係があるのか？(37 歳女
性)
◎ その他
工作などは必ずしも科学技術館でなくとも良いと思います。いろいろと支部のようなものを作れば、参
加の機会が増えると思います。受験対策が見え見えの方たちが優先されるようでは首をかしげてしま
います。(59 歳男性)
もっと広告活動をした方がいい(周りで知っていた人がいない!)。(18 歳男性)
工作教室にて-第1子は説明会でもう来るのが嫌になり、2度と科学技術館に行こうとしませんでした。
大人数でワーワーガヤガヤというのが駄目であった様です。第2子は何とか工作教室は2回出席でき
ました。でもやっぱり助手の方のキンキンした怒鳴り声にはついていけませんでした。上手に利用さ
れ、より理科好きになり、理  に進まれた方のママに聞いて入ったのですが、どちらかというとがっか
りすることの方が多かった。努力しておられる職員の方には申し訳ありませんが……。入会時期を自由
にしてもっと気軽な雰囲気の方が良いと思います。(49 歳女性)
問 7 科学技術館サイエンス友の会に参加の前と後での理科 (科学) の好き、きらいの
変化
科学技術館サイエンス友の会に参加する前と後での理科 (科学) の好ききらいについてたずねたところ、「前より好
きになった」とする人が 49.8%、「前よりきらいになった」とする人が 0.4%、「前と変わらない」とする人が 49.7% であっ
た (図 12)。
元々、理科 (科学) を好きな傾向はあるが、科学技術館サイエンス友の会の活動を通じてより一層理科 (科学) 好き
になる傾向があることがわかる。「前よりきらいになった」とする人は全体の 0.4% (4 人) で、入会時の年齢階層が 6
〜 8 歳の男女1人ずつ、9 〜 11 歳の女性 2 人であった。
問 8 科学技術館サイエンス友の会に参加した後、新たに科学や技術の分野に関心を
持ったか
科学技術館サイエンス友の会に参加した後、あなたは新たに科学や技術の分野に関心を持ちましたかとの質問に
対して、58.4% の人が新たに関心をもったと回答した (図 13)。
さらに、「新たに関心をもった」と回答した人に対して、どの分野に新たに関心をもったかをたずねたところ、化学
25.9%、コンピュータ 23.6%、生物 21.4%、ロボット 20.4%、環境 18.6% などの順であった (図 14)。
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問 9 科学技術館サイエンス友の会に参加したことで、何らかの影響をうけたことがあ
るか
回答していただいた記述はすべて巻末資料 3 に記載しており、ここでは代表的なものを取り上げた。記述していた
だいた内容は下記のようにいくつかの範疇に大まかに分けることができると思われる。
◎ 科学のおもしろさがわかった、科学に関心を持つようになった
あまりにも古いことなので、覚えてはいないが、少なくとも理科=おもしろいと思うようになった。(16 歳
女性)
科学が前より好きになった。(13 歳男性)
科学技術館入館料無料のため、毎週のように入館しており、すみずみまで体験できた。八ヶ岳への旅
15
行ツアー。(18 歳男性)
科学に興味をもちました。また、科学はおもしろいことがわかりました。(13 歳女性)
科学は難しいものだと思っていたが、実際はもっと身近なものであると考えられるようになった。(19 歳
男性)
科学を身近に感じるようになった。(46 歳女性)(53 歳女性)(17 歳女性)
学校の授業で習って覚えたりしなくても、知っていて、感覚的にわかったりする。(13 歳女性)
後年、偶然サイエンス絡みの仕事をするようになりましたが、興味を持って前向きに取り組むことができ
ました。昔は本当に理系が嫌いだったのですが……。(33 歳女性)
電気だの物理・化学だのというものは一切私には理解しがたいものと思い込んできました。工作教室
のボランティアの先生が、この私にそれはそれは楽しそうに熱心に説明して下さいました。それでも
やっぱりよくわからないのですが、これはもしかしたら楽しいのかもしれないという気にはなりました。
おかげで新聞の科学欄をチラッと目を通したり、理科的な岩波ジュニア新書を読んでみたりするように
なりました。(50 歳女性)
理科は意外とおもしろいと考えるようになった。(14 歳女性)
理科は成績が悪かったけど好きになった。(13 歳女性)
忘れてしまった科学への興味を呼び起こされた。(38 歳男性)
◎ 理科が好きになった、理系志望になった
学校の理科がすごくよくわかるようになった(自分の意見がもてるようになった)。(11 歳男性)
理科が少し出来るようになり、なんでも実験に楽しく参加できた。(11 歳男性)
理科が楽しくなった。実験などで科学に興味を持った。(9 歳男性)
中学校で化学部に入りました。この中学校は理系のクラブが盛んなので選びました。(15 歳女性)
工業高校を目指すようになった。(15 歳男性)
さらに強く科学技術の分野に進みたいと思うようになった。(20 歳男性)
将来、理工系の職業に従事したいと思った。(20 歳男性)
将来の夢が科学者になった。(10 歳男性)
進路に大きく影響した。(15 歳男性)
昔は理科が大嫌いだった私が理系大学を志望しています。(17 歳女性)
◎ 科学的に考えるようになった、注意深く観察するようになった、視野が広がった
子どもと話をする時、科学的なことにも目を向けるようになったし、家の中で TV のサイエンスチャンネ
ルを見る時間が増えた。→ 子どもに説明、教えるとき、科学的根拠を持って話せるようになった。(44
歳女性)
身近な自然現象などを面白いと思うようになり、理由を調べたりするようになった。(43 歳女性)
ものの現象がどうして起こるのか、その仕組みを考えるようになったと思う。(17 歳男性)
いろいろな疑問がわいてくるようになった。(10 歳女性)
不思議と思う心と実験の楽しさを知った。(14 歳女性)
◎ コンピューター、パソコンが好きになった
パソコンを使って親子で楽しめるようになった。(37 歳女性)
パソコンを初めてさわってから、パソコンのことがわかるようになった。(11 歳女性)
◎ 工作が好きになった、実験が好きになった
機械の分解のおもしろさがわかった。(13 歳男性)
参加前にはできなかった加工方法を知ることによっていろいろな工作ができるようになった。(13 歳男
性)
作ることの楽しさをわかった。(9 歳男性)
日常的にハンダゴテを持つようになった(使うようになった)。(12 歳男性)
ハンダ付けがうまくなった。おかげで中学の技術の成績がよかった。(20 歳男性)
実験、研究する楽しみを実感しました。科学への興味が増しました。(17 歳女性)
実験したり物を作ったりすることが好きになった。(17 歳男性)
実験の苦労と喜び/いろいろな企業や研究所で所員の話を直接聞けたこと。(16 歳男性)
◎ 植物、宇宙、環境、自然などに興味を持った
植物・天体について興味をもつようになった。(44 歳女性)
植物をよく観察するようになった。(10 歳女性)
精神医療に興味を持った。(14 歳女性)
生物化学分野の本を読むようになった。(13 歳男性)
星座を見るのに興味を持った。(10 歳男性)
環境問題に興味を持ち、将来はそれについて考えたいと思った。(14 歳男性)
◎ 身近なことが科学と関係していることを知った
掃除時における化学薬品などに興味をもった。(46 歳女性)
何事にも意味があるように疑問も生まれてきた。少しずつ周りの事柄も考えるようになった。子どもたち
との実験的遊びが楽しい。(44 歳女性)
身近にあるものが科学と密接していることを知り、より近くにあるものに関心をもつようになった。(16 歳
女性)
◎ 科学情報に触れる幅が広がった
家族で科学の TV 番組を良く観るようになった。(39 歳女性)
新聞で科学の記事があったら必ず読むようになった。(13 歳女性)
テレビなどでサイエンス友の会で勉強したことがでてくるとうれしい。(10 歳男性)
◎ 貴重な機会を得た
清水建設の見学会はとても印象的で、地震や環境、未来など多方面に考えられていて、勉強になっ
た。(39 歳女性)
ふだんいけない場所を見学する機会を得てよかった。時間をかけてゆっくり講義を聴いたり、実験に参
加できたことが楽しかった。(41 歳女性)
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◎ 先生とのふれあい、友だちができた
指導の先生方の熱心さや元気な姿を見て感動した。健康で探究心があれば生き生きと生きられる。北
の丸の四季を通じて、自分自身の周りの環境に興味を持った。(46 歳女性)
理科好きの仲間に会えたこと。(10 歳男性)
◎ 子どもの成長、理科好きにするための動機付けの大切さ
自分が科学好きなので子ども (男子) 2 人にも科学のおもしろさを伝えたくて遠くから通いました。子ど
もたち本人は自覚がないようですが、随分と良い影響を受けていました。(49 歳女性)
私自身は変化ありませんが、家族 (特に子ども) は明らかに理科が好きになったようです。(40 歳男性)
幼い頃から科学の分野に触れ、好奇心が増すのではないかと思いました。(49 歳女性)
若いときにいろいろ体験することの重要さを知りました。見聞きすることよりも興味大。(54 歳男性)
◎ 家族関係、一緒に学んだ
子供と一緒に参加することで、子供と一緒に学ぶ (自分が教えるのでなく、子供と励み合う) ことがで
き、ありがたく思っています。(38 歳女性)
子供と科学の話が出来るようになった。取れる講座は少なくてもいいので、小 1 (6 〜 7 歳)からの入
会させてほしい。(39 歳女性)
父や友人と一緒に行って、一日中楽しめた。(14 歳男性)
子どもの付添いで 2 回ほど参加しましたが、子ども達が楽しそうに工作をしている様子を見て「もっと
もっとこのような機会を子どもにあたえられれば……」と強く感じた。(42 歳女性)
◎ その他
サイエンス友の会に参加したことで、一番影響を受けたのは娘だと思います。入会したのは娘が小学
4年生の時で、それから3年間お世話になりました。 もともと自然の中で遊ぶのが好きだったのです
が、友の会に入会してからは望遠鏡で星を見てその動きを調べたり、プランクトンを採って顕微鏡で覗
いてみたり、プラナリアを飼ったり、また工作教室が始まると、主人と一緒に秋葉原の部品屋さんに
行っては自分で作れるおもちゃを作ってみたりと、理科に対する興味の中が一気に広がっていきまし
た。 地質学研究所の先生からお手紙と写真を頂き、感激したりもしました。 何より一番の思い出となっ
たのは、第二回の Yes に参加させていただいたことです。小学 5 年だった娘は、科学大好きお兄さ
ん・お姉さん・同年代の方とお友達になれて、とても嬉しかったそうです。(今でもその中の1人の方とは
年賀状をやり取りしています)中学を選ぶときも、理系のクラブの充実している学校に行きたいというこ
とで、今の学校を選びました。中学1年から化学部に入部しています。毎日あやしげな薬品に囲まれ
て、本人はとても満足そうです。 部活のある日は実験が成功するととても喜んで帰ってきます。(失敗
することの方が多いそうです)夢中になれるものがあるのは幸せなことだと思います。 そして、そのもと
を作ってくださったのは、やはりサイエンス友の会のような気がします。ですから、私たち親子にとっ
て、サイエンス友の会の活動は忘れられないものであって、とても感謝しています。 本当にありがとう
ございました。今後のご発展心よりお祈り申し上げます。
国立科学館の家族会員になり、様々な企画を楽しんでします。(45 歳女性)
子どもの頃、理科が大好きだったので、子どもにも興味を持ってもらえるかと思って参加したが、今どき
の子どもにはあまりうけないようだった。学研の科学の付録もうけないし、残念に思っている。(41 歳女
性)
好きになったが受験やスポーツクラブで続けられなかった。小1からあればよかった。(11 歳男性)
問 10 科学技術館サイエンス友の会以外の科学や技術に関する講座、活動への参加
現在、あるいは、過去に科学技術館サイエンス友の会以外の科学や技術に関する講座、活動に参加したことはあ
るか、との問いに関して、全体の 46.2% が「ある」と回答し、53.8% が「ない」と回答した。全体の半数近くが他の科学
や技術に関する講座や活動に参加したことがあり、科学技術館サイエンス友の会会員はかなり積極的に科学技術
に触れようとしていることがわかる(図 15)。
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具体的な講座等の名称としては、国立科学博物館、未来科学技術情報館、日本科学未来館、NASDA、宇宙少年
団、国立天文台、神奈川県立青少年センター、千葉県立現代産業科学館、多摩六都科学館、テプコ親子工作教室
(東京電力)、リコーキッズワークショップ、五島プラネタリウム、青少年のための科学の祭典、英国科学実験講座(クリ
スマスレクチャー)、早稲田大学ユニラブ、米村でんじろう先生の講座など多数の名称が上がった。
問 11 今後、科学技術館サイエンス友の会以外の科学や技術に関する講座、活動へ
の参加
今後、科学技術館サイエンス友の会以外の科学や技術に関する講座、活動に参加したいかをたずねたところ、「参
加したい」とした人は全体のほぼ半数の 47.9% にのぼった。一方、「参加したくない」と回答した人は 5.0%、また、
「わからない」とした人は 47.1% であった(図 16)。
具体的には、コンピュータ、実験教室、生物観察、天体観測、ロボット、施設見学、環境問題といったものが多数あ
げられた。その他、「いろいろな機械のしくみを調べるような講座/建築物のしくみについて(昔の教会の丸い天井が
落ちてこないのはなぜか。橋や高い塔をどうやって作ったか？など)」(11 歳女性)、「科学で出来る生活用品づくり
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や、農業に対するこれからの生活で無農薬に関することや、どのような農業形態が将来的に必要なのかについて
の講座を学んでみたい。」(57 歳女性)、「過去から見た21世紀の予想と実際の科学の発展の違い/未来予想につ
いての話(科学・地球・宇宙など)」(50 歳男性)、「私が教員になったときに役立つ内容の講座や活動」(20 歳男性)な
どの意見もあった。
問 12 科学技術館サイエンス友の会に入会した頃、1年間に何回くらい科学館や博物
館へ行っていたか
入会した頃の科学技術館への来館回数をたずねたところ、6 〜10回との回答がもっとも多く 30.8%、5回とした人が
14.5%、11回以上とした人の合計は 13.1%、一方、0回とする人は 3.8% であった。問 5 の科学技術館サイエンス友
の会の活動への参加同様、調査のカテゴリー別では6〜10回が最多であり、全く科学技術館へ行かないという人は
少数である(図 17)。
問 13 この1年間に何回くらい科学館や博物館へ行ったか
この1年間の科学技術館への来館回数についてたずねたところ、0回とする人がもっとも多く 43.8% であった。次い
で1回とする人が 16.3%、6〜10回とする人が 10.7% であった。これは、今回回答した人の平均であるため、既に退
会している人では来館回数が0回という頻度が多いものと思われる(図 18)。
現会員のこの1年間の科学技術館への来館回数をみると、6 〜10回とする人がもっとも多く 22.2%、3回とする人が
14.2%、1回とする人が 12.9%、11回以上とする人の合計は 12.5%、一方、0回とする人は 14.5% であった(図 19)。
非会員(既に退会した人及び会員かどうか不明な人)517人についてみると、この1年間の来館回数が0回とする人が
337人、65.2% であり、科学技術館サイエンス友の会の会員であるか否かがこの1年間の来館回数を左右しているこ
とがわかる。
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問 14 科学技術についてのニュースや話題への関心
科学技術についてのニュースや話題への関心をたずねたところ、「関心がある」と回答した人は 43.7%、「ある程度
関心がある」とする人は 40.0% で、関心がある層は8割を超える。また、「どちらともいえない」と回答した人は 7.0%、
「あまり関心がない」は 4.7%、「関心がない」は 0.8% となっている(図 20)。
男女別、世代別に科学技術への関心をみると、成人男性で「関心がある」とする人が 67.8% と多くなっている。「あま
り関心がない」、「関心がない」とする人は未成年女性で 9.9% と他の区分よりも割合が多くなっている(図 21)。
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総理府の世論調査で科学技術への関心について調査(対象は 18 歳以上の男女)を行っており、「関心がある」、
「ある程度関心がある」と答えた人の合計は 58.1% であることと比較すると、科学技術館サイエンス友の会の会員は
科学技術への関心が高いことがわかる。
男性未成年 n=300、男性成人 n=146、女性未成年 n=203、女性成人 n=236
問 15 科学技術の発達のプラス面とマイナス面
科学技術の発達のプラス面とマイナス面については、「プラス面が多い」と回答した人が全体の 30.3%、「どちらかと
いえばプラス面が多い」が 34.9% で、肯定的な回答が全体の約三分の二を占めている。「どちらかといえばマイナ
ス面が多い」、「マイナス面が多い」との否定的な回答は 6.1% と少数であった(図 22)。
男女別、世代別でみると、「プラス面が多い」と回答した人は男性成人では50%に達するのに対して、女性未成年で
は 13.9% にとどまっている。(図 23)
また、未成年では、「両者ともおなじくらいである」という中立的な回答する割合、「どちらかというとマイナス面が多
い」、「マイナス面が多い」と否定的な回答する割合が、成人に比べて高い傾向がある。
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総理府の世論調査で同様に科学技術の発達のプラス面とマイナス面について調査を行っており、「プラス面が多
い」、「どちらかというとプラス面が多い」と答えた人の合計は 57.7% であることと比較すると、科学技術館サイエンス
友の会の会員は科学技術のプラス面を評価する傾向があることがわかる。
男性未成年 n=299、男性成人 n=144、女性未成年 n=201、女性成人 n=235
問 16 高校名とその学科名について
問 17 高校を選ぶにあたって、科学技術館サイエンス友の会に参加したことが影響し
たか
高校を選ぶにあたって、科学技術館サイエンス友の会に参加したことが影響したかどうかを聞いた。この問に回答
を寄せた人の中には、入会時点の年齢が既に一般的な高校入学年齢を超えている人からも回答があったため、入
会時点の年齢が 14 歳以下である人の回答のみを抽出した。
その結果、「影響した」と回答した人は 8.3% (11人)、「影響しない」と回答した人は 71.4% (95人)、「わからない」と回
答した人は 20.3% (27人)であった(図 24)。
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具体的に記述があった高校名は、西武文理高校(旧、現国士舘高校)、東京電機大学高校、東京農大一高、東京工
業高等専門学校、科学技術学園、東邦高校、東京都立西高校、桜蔭高校、沼津工業高等専門学校の 9 校であっ
た。
問 18 大学等の名称と専攻等の名称
問 19 大学を選ぶにあたって、科学技術館サイエンス友の会に参加したことが影響し
たか
大学を選ぶにあたって、科学技術館サイエンス友の会に参加したことが影響したかどうかを聞いた。問 17 同様、こ
の問に回答を寄せた人の中には、入会時点の年齢が既に一般的な大学入学年齢を超えている人からも回答が
あったため、入会時点の年齢が 17 歳以下である人の回答のみを抽出した。
その結果、「影響した」と回答した人は 16.7% (8人)、「影響しない」と回答した人は 60.4% (29人)、「わからない」と回
答した人は 22.9% (11人)であった(図 25)。
具体的に記述された大学は、東京工業大学、東京理科大、神奈川工科大学、筑波大学、東海大学、千葉大学の6
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校であった。
問 20 職業は何ですか
問 21 就職に際して、科学技術館サイエンス友の会に参加したことが影響しましたか
就職に際して、科学技術館サイエンス友の会に参加したことが影響したかをたずねた。結果は、今回のアンケート
の対象とした会員が 1997 年以降のものであったため、有効な回答は5人からしか得られなかった。5人中3人は
「影響しない」と回答、5 人中 2 人は「わからない」との回答であった。
4.4 結果の分析
(1) 「科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科(科学)の好ききらい」と「活動に対する満足度」との関係に
ついて
ここからは、科学技術館サイエンス友の会に入会し活動に参加したことが、理科や科学の好ききらいに影響を与え
たか、普及活動に対する満足度、その他関連があると思われる項目間の関係について分析する。
科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好ききらいについては、問 3 でみたとおり、全体の
45.4% の人が「好き」と回答し、「どちらかというと好き」とする 23.0% を加えるとおよそ 7 割の人が理科 (科学) を好
きだと回答している。科学技術館サイエンス友の会の活動に満足度については、問 6 のとおり「満足」「どちらかと
いうと満足」とする人が 70.9% に達している。
科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好ききらいと科学技術館サイエンス友の会に関する
満足度とのクロスを取ったものが次の表およびグラフである(表 6、図 26)。
表 6 - 科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好ききらいと科
学技術館サイエンス友の会の満足度
満足度 /
参加前 満足
どちらか
というと満
足
ふつう
どちらか
というと不
満
不満 合計
好き 204人 109人 64人 9人 7人 393人
23.5% 12.6% 7.4% 1.0% 0.8% 45.3%
どちらか
というと好
き
72人 82人 36人 8人 2人 200人
8.3% 9.5% 4.2% 0.9% 0.2% 23.1%
ふつう 57人 64人 77人 12人 1人 211人
6.6% 7.4% 8.9% 1.4% 0.1% 24.3%
どちらか
というとき
らい
8人 11人 22人 5人 2人 48人
0.9% 1.3% 2.5% 0.6% 0.2% 5.5%
きらい 6人 2人 6人 1人 0人 15人
0.7% 0.2% 0.7% 0.1% 0.0% 1.7%
合計 347人 268人 205人 35人 12人 867人
40.0% 30.9% 23.6% 4.0% 1.4% 100.0%
注: 割合は全体に対する割合である
これによれば、科学技術館サイエンス友の会に参加する前に理科(科学)が「好き」で、活動は「満足」とする人が204
人、全体の 23.5%、およそ4人に1人がこれに該当する。さらに、参加前に理科が「好き」もしくは「どちらかというと好
き」で、科学技術館サイエンス友の会の活動に「満足」もしくは「どちらかというと満足」とする肯定的な回答者は467
人、53.9% で、全体の半数以上が肯定的な回答をしている。
一方、参加前に理科(科学)を「どちらかというときらい」、「きらい」とした層で、活動に対する満足度を「どちらかとい
うと不満」、「不満」と回答した人は8人、0.9% にとどまっている。「不満」とする人は全部で12人、全体の 1.4%、「どち
らかというと不満」とする人が全部で35人、全体の 4.0% である。これらのことから、参加者の満足度という観点から
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みると、科学技術館サイエンス友の会の活動は概ね良好であるといえる。
表では、全体に対する%を取っているが、科学技術館サイエンス友の会に参加する前の好ききらいの区分ごとに活
動に対する満足度をみると(表の行(横)の合計に対する割合でみると)、科学技術館サイエンス友の会に参加する前
に理科(科学)を「好き」(n=393)とする回答した層では、「満足」が204人、「どちらかというと満足」109人で「好き」とし
た層の 79.6% が満足としており、また、「どちらかというと好き」(n=200)とする層でも「満足」が72人、「どちらかという
と満足」が82人で、「どちらかというと好き」とした回答した人の 77.0% が満足と答えている。
参加する前の理科(科学)の好ききらいについて、「ふつう」(n=211)、「どちらかというときらい」(n=48)、「きらい」(n=15)
とする層では、科学技術館サイエンス友の会の活動に「満足」、「どちらかというと満足」と回答した人の合計が、「ふ
つう」と回答した人では 57.3%、「どちらかというときらい」では 39.6%、「きらい」では 53.5% となっている。好きとする
人よりも、ふつう、あるいはきらいとする人の方が満足度は低いとの結果であるが、これらの層でも4割から5割の人
が満足と回答していることは注目される。
(2)「科学技術館サイエンス友の会の活動に対する満足度」と「参加の前後での理科(科学)の好ききらい」との関係
について
科学技術館サイエンス友の会に参加する前と後での理科の好ききらいについての変化は問 7 でみたように、全体
の半分が「前より好きになった」と回答し、半分が「前と変わらない」と回答し、「前よりきらいになった」と回答した人
は 0.4% で4人であった。
参加前後での好ききらいと満足度のクロスを取ったものが次の表とグラフである(表 7、図 27)。これによると、活動
について「満足」で「前よりも好きになった」とする人が 28.5% ともっとも多い。次いで満足度は「ふつう」で「前と変わ
らない」が 17.2%、「どちらかというと満足」で「前と変わらない」が 16.1%、「どちらかというと満足」で「前より好きに
なった」が 15.0% となっている。「前よりきらいになった」と回答した4人の満足度については、「ふつう」とする人が2
人、「不満」とする人が2人であった。
表 7 - 科学技術館サイエンス友の会の満足度と参加の前後での理科(科学)の好き
きらいの変化
前後の変化 / 満足度 前より好きになった
前と変わらな
い
前よりきらい
になった 合計
満足 246人 99人 0人 345人
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28.5% 11.5% 0.0% 40.0%
どちらかというと満足 129人 139人 0人 268人
15.0% 16.1% 0.0% 31.1%
ふつう 54人 148人 2人 204人
6.3% 17.2% 0.2% 23.7%
どちらかというと不満 8人 26人 0人 34人
0.9% 3.0% 0.0% 3.9%
不満 0人 9人 2人 11人
0.0% 1.0% 0.2% 1.3%
合計 437人 421人 4人 862人
50.7% 48.8% 0.5% 100.0%
注: 割合は全体に対する割合である
科学技術館サイエンス友の会の活動に対する満足度ごとに、参加する前後での理科(科学)の好ききらいの変化の
割合をみると(表の行(横)の合計に対する割合でみると)、活動は「満足」と回答した人(n = 345 人)のうち 71.3% (246
人) が「前より好きになった」と回答し、「どちらかというと満足」とする人(n = 268 人)では 48.1% (129 人) が「前より
好きになった」と回答している。「ふつう」、「どちらかというと不満」と回答した人では、それぞれ 26.5%、23.5% と 25%
程度であり、サンプル数は少ないが、「不満」と回答した人では「前より好きになった」と回答した人はいなかった。
これらのことから、科学技術館サイエンス友の会に参加する前と後での理科の好ききらいの変化については、活動
に対する満足度が高いほど「前よりも好きになった」とする人の割合が高く、満足度が低下すると「前より好きになっ
た」と回答する人の割合が減り、「前と変わらない」とする人の割合が増える傾向がわかった。
注: 表 7 の行の合計に対する割合をグラフ化したもの。
(3)「科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好ききらい」と「参加前後での理科 (科学) の好き
きらいの変化」との関係について
科学技術館サイエンス友の会に参加する前と後での理科 (科学) の好ききらいの変化については、問 7 でみたよう
に「前より好きになった」が 49.8%、「前と変わらない」が 49.7%、「前よりきらい」になったは 0.4% (4 人) で、半数の
人が前よりも好きになったと回答している。
参加する前の理科(科学)の好ききらいとのクロスを取ったものが次の表及びグラフである(表 8、図 28 及び図 29)。
表 8 - 科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好
ききらいと参加前後での理科 (科学) の好ききらいの変化
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前後の変
化 / 参加
前
前より好きに
なった
前と変わらな
い
前よりきらい
になった 合計
好き 220人 184人 0人 404人
24.7% 20.7% 0.0% 45.4%
どちらかと
いうと好き
101人 103人 1人 205人
11.4% 11.6% 0.1% 23.1%
ふつう 88人 126人 1人 215人
9.9% 14.2% 0.1% 24.2%
どちらかと
いうときら
い
26人 21人 1人 48人
2.9% 2.4% 0.1% 5.4%
きらい 8人 8人 1人 17人
0.9% 0.9% 0.1% 1.9%
合計 443人 442人 4人 889人
49.8% 49.7% 0.4% 100.0%
注: 割合は全体に対する割合である
注: 表 8 をグラフ化したもの。
科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科(科学)の好ききらいの区分ごとに、参加する前後での理科(科
学)の好ききらいの変化の割合をみると(表の行(横)の合計に対する割合でみると)、「好き」と回答した層では
54.4%、「どちらかというと好き」と回答した層では 49.3% が「前よりも好きになった」と回答している。また、友の会に
参加する前の段階で理科(科学)の好ききらいについて「ふつう」と回答した層で 40.9% が「前より好きになった」と回
答し、「どちらかというときらい」、「きらい」とする層でもそれぞれ 54.2% (26 人)、47.1% (8 人)が「前より好きになっ
た」と回答している。科学技術館サイエンス友の会へ入会し、科学技術館サイエンス友の会の活動に参加して理
科、科学に触れることで、理科 (科学) を好きとする方向へ導かれるものと考えられる。一方で 4 人と少数ながら「前
よりきらいになった」とする人がいることについても注意が必要と思われる。
27
注: 表 8 の行の合計に対する割合をグラフ化したもの。
5. 日本宇宙少年団団員へのアンケート調査の結果と分析
5.1 日本宇宙少年団 (YAC) について
宇宙少年団は、アメリカの有名コラムニストだったジャック・アンダーソン氏が提案し、当時、青少年の科学技術離れ
を憂慮していたレーガン大統領がアンダーソン氏の提案に共鳴して、1984 年 10 月 17 日ホワイトハウスで宇宙少
年団プログラムの開設宣言により組織された。
日本では、1986 年 8 月、茨城県つくば市において「日本宇宙少年団」の結団式が行われ、同年 11 月に内閣総理
大臣の許可を得て、財団法人として発足した。以来、全国各地に分団が生まれ、2003 年 8 月現在、全国に、1 地
方本部、8 支部、118 分団があり、約 600 人のリーダーのもと、約 4,300 人の団員が活動している。なお、日本宇
宙少年団の理事長は松本零士氏で、少年団本部団長は宇宙飛行士毛利衛氏、副団長は同じく宇宙飛行士の古川
聡氏、角野直子氏が務めている。
日本宇宙少年団 (Young Astronauts Club-Japan 略称 YAC (ヤック)) は、Peace through Space『宇宙を通しての平
和』と Go to Mars Together 『火星に一緒に行こう』の 2 つを合言葉として、次の目的を持って活動をしている。
宇宙への夢の実現を通して、青少年の科学への探究心や創造性を育む
活発な国際交流を通して、相互理解と協調性を育む
平和で豊かな21世紀の国際社会を担う人材育成を目指す
21世紀は、間違いなく宇宙時代であり、もっと多くの人々に『宇宙』を身近に感じてもらえるよう、さまざまな事業を
行っている。
本部の活動としては、
1.  情報発信
ホームページ、「YAC分団通信」の発行、月刊科学誌「ジュニア・サイエンティスト」の発刊など
2.  普及・啓発のためのイベントを開催
ロケット施設と自然を体験できる「種子島スペースキャンプ」、火星基地作りを目指す「スペースブリッジ」、宇
宙について勉強する「コズミック・カレッジ」、宇宙好きの子どもが集う「スペース・フレンズ」
3.  国際交流
世界の子どもたちと語り合い友好を深めるYAI国際コンファレンスへの参加
4.  世界の宇宙少年団団員との交流
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YAI: 1987 年 7 月国際宇宙少年団機構 (Young Astronauts International) が組織された。YAI の目的は、宇
宙少年団員たちに「宇宙」を通して科学技術について学んでもらうこと、知識の交換を通して相互交流をして
もらうことにより、国を超えて皆で豊かで平和な世界を目指すことである。以来 12 カ国が加盟し、「Peace
through Space」、「Go to Mars Together」を合言葉に国際交流が行われている。日本宇宙少年団も YAI に
加盟し、アメリカ、ロシア、韓国、中国、ブルガリア、カナダ、イギリス、ウクライナ等と積極的に国際交流を推
進している。
また、地方の各分団では、分団長やリーダーと呼ばれる社会人や大学生とともに、1 ヶ月に 1 回の割合で宇宙や科
学に関連した活動を行っている。
YAC 団員になると、
1.  宇宙飛行士の話を聞いたり、宇宙の施設見学などのさまざまなイベントに参加できる。
2.  各地に拡がる YAC 分団の定期活動に参加できる。
3.  ロケットの打ち上げ、天体観測など YAC 分団の活動に参加できる。
4.  海外で開かれる YAC 行事に参加し、世界の YAC 仲間と交流する。
5.  宇宙・科学の記事が掲載された月刊科学誌「ジュニア・サイエンティスト」が毎月届く。
6.  YAC オリジナルグッズなどプレゼントがもらえる。
7.  YAC 特別料金で北九州スペースワールドへ行ける。
などさまざまな活動に参加することができ、また特典を受けることができる。
現在までに、16,000 人以上の人たちが日本宇宙少年団に入団して活動してきた。日本宇宙少年団関係者による
と、宇宙少年団の活動を体験した多くの方々が、宇宙や科学、また、国際分野の第一線で活躍している。
5.2 アンケート調査の回収結果など
(1) 調査対象
これまでに日本宇宙少年団団員であった者
(2) 対象の大きさ
これまでの団員全体の約八分の一にあたる 2,076 人
(3) 調査方法
無作為抽出法 (系統抽出法)
(4) 実施方法
郵送調査法
(5) 実施時期
3 月中旬に調査票を郵送し、3 月末を目途として回収 (実際は、4 月末までに回収したものを有効とした)
(6) 回収率
28.7% (525 人から回答)
(回収率は発送総数 2,076 から宛先不明として返却された数 245 を引いた着信した数 1,828 に対する比)
(7) 回答者の属性
本アンケート調査に回答した者は 525 人であった。回答者の性別、年齢構成、性別別の年齢構成、入団時の年齢
構成、現役団員数の属性は次のとおりである。男女別では、男性 367 人、女性 157 人、不明が 1 人、回答者のう
ち現役団員は 270 人、非現役団員 (退会団員及び現役かどうか不明の者を含む) は 255 人であった。なお、現役
団員の在籍期間の平均は 3.75 年、退会団員の在籍期間の平均は 2.83 年であった。
性別、年齢等で不明なものがあるが、結果の集計にあたっては、各問ごと、属性ごとに有効な回答について集計し
て掲載した。したがって、一つの問の中でも回答数が異なることがある。
表 9 - 回答者の男女構成
回答者数 男性 女性 不明
525 (100.0%) 367 (69.9%) 157 (29.9%) 1 (0.2%)
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表 10 - 回答者の年齢構成
年齢 回収数 割合 (%)
0 〜 5 歳 4 0.8
6 〜 8 歳 41 7.8
9 〜 11 歳 104 19.8
12 〜 14 歳 107 20.4
15 〜 17 歳 87 16.6
18 〜 19 歳 35 6.7
20 〜 24 歳 37 7.0
25 〜 29 歳 35 6.7
30 〜 39 歳 21 4.0
40 〜 49 歳 23 4.4
50 〜 59 歳 19 3.6
60 〜 69 歳 8 1.5
70 歳〜 3 0.6
計 524 99.8
不明 1 0.2
合計 525 100.0
表 11 - 回答者の男女別、年齢構成
男性
年齢 回収数 割合 (%)
女性
年齢 回収数 割合 (%)
0 〜 5 歳 3 0.8 0 〜 5 歳 1 0.6
6 〜 8 歳 35 9.6 6 〜 8 歳 6 3.8
9 〜 11 歳 72 19.7 9 〜 11 歳 32 20.4
12 〜 14 歳 82 22.4 12 〜 14 歳 24 15.3
15 〜 17 歳 56 15.3 15 〜 17 歳 31 19.7
18 〜 19 歳 22 6.0 18 〜 19 歳 13 8.3
20 〜 24 歳 22 6.0 20 〜 24 歳 15 9.6
25 〜 29 歳 20 5.5 25 〜 29 歳 15 9.6
30 〜 39 歳 10 2.7 30 〜 39 歳 11 7.0
40 〜 49 歳 18 4.9 40 〜 49 歳 5 3.2
50 〜 59 歳 16 4.4 50 〜 59 歳 3 1.9
60 〜 69 歳 7 1.9 60 〜 69 歳 1 0.6
70 歳 〜 3 0.8 70 歳 〜 0 0.0
計 366 100.0 計 157 100.0
注: 男性の回収数の計が表 9 と異なるのは、年齢未記入の回答があったため。
表 12 - 回答者の入団時の年齢構成
年齢 回収数 割合 (%)
0 〜 5 歳 22 4.2
6 〜 8 歳 142 27.0
9 〜 11 歳 207 39.4
12 〜 14 歳 45 8.6
15 〜 17 歳 12 2.3
18 〜 19 歳 5 1.0
20 〜 24 歳 5 1.0
25 〜 29 歳 4 0.8
30 〜 39 歳 17 3.2
40 〜 49 歳 15 2.9
50 〜 59 歳 12 2.3
60 〜 69 歳 4 0.8
70 歳 〜 2 0.4
計 492 93.7
不明 33 6.3
合計 525 100.0
表 13 - 回答者の現役団員、非現役団員(既退団団員
及び現役か否か不明の者)の構成
30
回答者数 現役団員 非現役団員
525 (100.0%) 271 (51.6%) 254 (48.4%)
5.3 アンケート調査結果
問 1 日本宇宙少年団を知ったきっかけ
日本宇宙少年団を知ったきっかけとしては、「家族を通じて知った」とするものが 32.0% ともっとも多く、次いで「自分
で知った」とするものが 23.7%、「学校を通じて知った」が 17.6%、「その他」が 15.0%、「友達を通じて知った」が
11.7% となっている (図 30)。
年代別では、入団時の年齢が 0 歳から 19 歳までの未成年層では「家族を通じて知った」とする回答 35.0% ともっ
とも多く、次いで「自分で知った」が 22.2%、「学校を通じて知った」が 19.7% であった。入団時の年齢が成人層では
「自分で知った」とするものが 37.9 とも多く、次いで「その他」が 34.5%、「友人を通じて知った」が 15.5% などとなっ
ている(図 31)。
注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 7 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 528 としてグラフを作成した。
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注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 6 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 495 としてグラフを作成した。図 30 と総数が異なるのは、年代別に分けることの
できない回答を削除したため。未成年 n=431、成人 n=58。
問 2 日本宇宙少年団に参加したきっかけ
日本宇宙少年団に参加したきっかけについては、「自分から参加したいと思った」が 51.5%、「家族に参加するよう
にすすめられた」が 31.6%、「友だちに参加するようにすすめられた」が 8.3% などとなっている(図 32)。
年代別では、入団時の年齢が 0 歳から 19 歳までの未成年層では「自分から参加したいと思った」とする回答が
53.4% ともっとも多く、次いで「家族に参加するようにすすめられた」が 36.2%、入団時の年齢が 20 歳代以上の成年
層では「自分から」とするものが 49.1% でもっとも多く、次いで「その他」が 36.8% などとなっている。成年層で「その
他」が 36.8% を占めるのは、日本宇宙少年団を指導する側として団に参加する者の割合が多いと考えられる(図
33)。
注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 9 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 528 としてグラフを作成した。
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注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 8 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 496 としてグラフを作成した。図 32 と総数が異なるのは、年代別に分けることの
できない回答を削除したため。未成年 n=431、成人 n=57。
問 3 日本宇宙少年団に参加する前の理科(科学)の好き、きらい
日本宇宙少年団に参加する前の理科(科学)の好ききらいに関しては、「好き」とするものが 51.3%、「どちらかという
と好き」が 21.6% で、両者を合計して 72.9% が好きだと回答している (図 34)。
男女別、世代別に理科(科学)の好ききらいをみると、成人男性では「好き」、「どちらかというと好き」が 79.0% を占
め、 20 歳未満の男性でも 75.3% が好きと答えている。一方、女性では、「好き」、「どちらかというと好き」とする人が
成人で 73.4%、未成年で 65.9% で、男性に比べると低いが、半数以上が理科を好きとしていることから、理科や科
学に好感を持っていることが伺える。
「どちらかというときらい」、「きらい」とする理科や科学をきらいとする割合は、全体で 5.3%、男女別、世代別で成人
女性が 20.0% のほかは10%未満となっており、今回アンケートに回答いただいた日本宇宙少年団団員の中では少
数であることがわかる。
男性未成年 n=291、男性成人 n=43、女性未成年 n=132、女性成人 n=15
33
日本宇宙少年団の入団時に 9 歳から 11 歳だった男子(n=138)が理科を「好き」、「どちらかというと好き」と回答し
た割合は 69.6%、同年齢の女子(n=68)が「好き」、「どちらかというと好き」と回答した割合は 66.2%、サンプル数は少
ないが、入会時に 12 歳から 14 歳だった男子(n=26)が理科を「好き」、「どちらかというと好き」と回答した割合は
84.6%、同年齢の女子(n=18)が「好き」、「どちらかというと好き」と回答した割合は 77.8% であった。
これを文部科学省が平成13年度に実施した教育課程実施状況調査と比較すると、教育課程実施状況調査で「理科
の勉強が好き」との問に対して「そう思う」、「どちらかというとそう思う」とする人の割合は、小学校5,6年男子の平均
が75%、小学校5,6年女子の平均が62%、中学校男子の平均が64%、中学校女子の平均が46%であることから、日本
宇宙少年団への入団時に小学生の男女では同世代の理科を好きとする傾向とあまり大きく変わらない。中学校に
入ってから日本宇宙少年団に入団する子については、同世代の子どもより理科を好きとする割合が高いとの傾向
がある。
問 4 日本宇宙少年団に参加する前の科学技術の関心分野
日本宇宙少年団に参加する前、あなたは科学技術のどの分野に関心がありますかとの問いに関して、「その他」を
含めて13の選択肢から複数回答可能としてたずねた。全体では、天体 43.2%、ロボット 30.3%、生物 25.5%、コン
ピュータ 23.2%、宇宙工学 19.0% であった(図 36)。
世代別では、入団時の年齢が 19 歳までの未成年層では、天文 40.5%、ロボット 32.0%、生物 26.3%、コンピュータ
23.0% が上位に位置し、入団時の年齢が 20 歳以上の成人層では、天文 63.2%、環境 28.1%、コンピュータ、物理が
24.6% で並んでいる。日本宇宙少年団の成人層は宇宙少年団団員への活動指導にあたる方も含まれるので天文
への関心分野が高いものと思われる(図 37)。
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未成年n=422、成人n=57。
問 5 日本宇宙少年団の活動への参加回数
日本宇宙少年団の活動への参加回数について10の選択肢を示してたずねたところ、21回以上とする人がもっとも
多く 20.8%、6回〜10回とする人が 18.8%、11〜15回が 10.7%、0回とする人が 9.7% であった。日本宇宙少年団の活
動に頻繁に参加していると思われる参加回数が11回以上の層も 38.6% と約4割を占めている(図 38)。
問 6 日本宇宙少年団の活動に対する満足度
日本宇宙少年団の活動に対する満足度についてたずねたところ、全体では「満足」、「どちらかというと満足」とする
人が合計で 64.0%、「ふつう」が 26.8%、「どちらかというと不満」、「不満」とする人が 9.1% という結果で、全体の約三
分の二が満足していることがわかった(図 39)。
男女別、世代別に満足度をみると、「満足」、「どちらかというと満足」と回答した人が未成年男性 68.0%、未成年女
性 56.5%、成年男性 66.7%、成年女性 69.3% で、未成年女性では満足とする割合が他の区分より低くなっている。
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未成年女性以外の層では、「満足」、「どちらかというと満足」とする人が三分の二以上であるが、未成年女性では
他の区分に比べて低くなっている。また、成人男性の層では、「どちらかというと不満」、「不満」とする人が 19.0% と
他の層よりも高い傾向がある(図 40)。
男性未成年 n=281、男性成人 n=42、女性未成年 n=129、女性成人 n=13
問 6 については自由記述欄を設けて、要望や不満、感想を書いていただいた。主な自由記述には次のようなもの
があった。
◎ 満足だった、おもしろかった
海外の宇宙関連施設見学やその地元の方々とのふれあいは、私の人生において貴重な体験でした。
(26 歳男性)
活動以外に毎月送られてくる冊子を読むのがとても楽しみだった。(21 歳女性)
ふだんの活動の他にも、東海大学での泊り込んでの勉強会や科学センター訪問等、「学校の理科で
は知りえない科学の面白さ」に触れることの出来る機会を与えていただいたので、感謝しています。も
し、自分に子どもが出来たら、こういった環境を是非体験させてあげたい。(26 歳女性)
まだ入学前で充分に活動は出来ませんが、興味だけは持っているようです。(6 歳男性の親回答)
私が子どもの時にやってみたかったこと、知りたかったことを改めて勉強させていただいています。と
ても楽しく満足しています。(4 歳男性の親回答)
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◎ リーダーから見た日本宇宙少年団の運営、活動内容について
PR不足(48 歳男性)
いつも計画をたてる側なので、少々ネタ切れで苦しんでいます。子どもたちはどんな活動も楽しみに
してくれていて、そういう意味では満足です。(47 歳女性)
大きな事業をしても、その効果が後に現れにくい。(42 歳男性)
会員募集やイベント等が大都会中心になっているような感じです。もっと地方の分団をサポートしたほ
うがいいのではないでしょうか。(48 歳男性)
各団体ごとにコンピューター等を導入して情報のやりとりや共同で活動をする等のコミュニケーションが
できればいいかもしれません。(31 歳男性)
活動の年間予算不足による大幅な赤字、これに起因する活動制限とリーダーのポケットマネーからの
補填が大きい。(36 歳男性)
◎ 団員から見た日本宇宙少年団の運営、活動内容について
親の意見ですが、低学年が多いので、どういう活動内容にしたら高学年も共に満足できるかと毎月悩
みます。(8 歳男性の親回答)
今回の内容が手品やたこ作りや行楽が多く、思っていた内容と違った。もっと宇宙に関することや、宇
宙少年団に入らなければ出来ない活動を期待していた。(9 歳男性の親回答)
主に小学生や幼児園児の団員が多かったので、活動内容が中学生にとっては物足りなかったと感じ
ました。(16 歳女性)
小1〜が対象になっているのに、内容的には難しいものや宇宙に関係ない内容が多かったりしている
ような気がします(例会)。(7 歳男性)
低学年には難しい説明が多い。実験などは良いと思う。(8 歳女性の親回答)
星のことだけでなく、理科全体の学習をもっと活動内容に組み込んでほしい。大分分団はそういう方
面に力を入れてくれるみたいなのでよいと思う。(8 歳男性の親回答)
◎ 学校との関係について、学校との連携について
義務教育の範疇では知り合うことの出来なかった幅広い地球(国内外)、年齢層の人々と出会ったこと
が自分の人生に大きくプラスになっている。現在教育現場では「不登校」の問題が叫ばれている
が、YACのような組織を多分野にわたって整備することにより、学校教育以外での教育が可能なので
はと考えている。(26 歳男性)
◎ 活動場所が遠い、活動が少ない
活動が少し少ない。(13 歳男性)
活動場所までの交通の便が悪かった。(19 歳女性)
行動できる範囲以内で活動が行われていないことが不満。(17 歳男性)
◎ 感想、印象
NASDA や種子島に年に一度は行きたい。私の分団は大学生が少ない。自分が頑張って入れたいと
思う。(21 歳女性)
宇宙少年団としてワシントンD. C. に行き、松本零士さんや毛利さんや世界各地の人々とともに生活で
きたことが一番の思い出です。(ワークショップは特に楽しかった)サイエンスセミナーに参加したい(金
沢で)。(18 歳女性) ふだんの活動では不満は無いけど、製作会等の時に国の補助がもう少しあれば
いろいろなことが出来ると思う。(17 歳男性)
◎ 要望など
国際交流ができる機会が少ない。たとえ出来たとしてもその時間が少ないので、もっと増やしてほし
い。他いろいろ……。(20 歳女性)
実際に宇宙体験をしたい……(できたらです)。(10 歳男性)
博物館・科学館見学/活動が少ないので、増やしてほしい(月 1 回位)。他の子どもたちと関わった活
動の機会を持ちたい。(7 歳男性の親回答)
◎ やめた理由
一番初めに参加した「2000年春期コズミックカレッジ」はとても良かった。しかし、その後の行事案内を
見ると、すでにしたことのある子ども向けのものが多く、しかも、私の住む町の近くにはなかったから。
(16 歳女性)
思っていた活動と違っていたのでつまらなかった。(18 歳女性)
当時 18 歳以上の活動を限られていた。(男性)
◎ その他
宇宙少年団活動が学校進学、就職などに反映されると団員、リーダー共々活発化する。(12 歳女性の
親回答)
まだ出来たばかりだったので、活動が不慣れであった。(19 歳男性)
問 7 日本宇宙少年団に参加の前と後での理科(科学)の好き、きらいの変化
日本宇宙少年団に参加する前と後での理科(科学)の好ききらいについてたずねたところ、「前より好きになった」と
する人が 51.3%、「前よりきらいになった」とする人が 0.6%、「前と変わらない」とする人が 48.1% であった(図 41)。
元々、理科(科学)を好きな傾向はあるが、日本宇宙少年団の活動を通じてより一層理科(科学)好きになる傾向があ
ることがわかる。「前よりきらいになった」とする人は全体の 0.6% (3人)で、入団時の年齢階層が9- 11 歳の男性3人
であった。
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問 8 日本宇宙少年団に参加した後、新たに科学や技術の分野に関心を持ったか
日本宇宙少年団に参加した後、あなたは新たに科学や技術の分野に関心を持ちましたかとの質問に対して、72.4%
の人が新たに関心をもったと回答した(図 42)。
さらに、「新たに関心をもった」と回答した人に対して、どの分野に新たに関心をもったかをたずねたところ、天文
43.8%、気象 35.1%、宇宙工学 18.8% となっており、宇宙少年団での活動内容を反映した分野で関心が伸びている
ことがわかる(図 43)。
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問 9 日本宇宙少年団に参加したことで、何らかの影響をうけたことがあるか
回答していただいた記述はすべて巻末資料4に記載しており、ここでは代表的なものを取り上げた。記述していた
だいた内容は下記のようにいくつかの範疇に大まかに分けることができると思われる。
◎ 宇宙、天文に関心を持った
宇宙に行くという人生の目標の一つを見つけられた。(18 歳男性)
宇宙に行ってみたいと思った。(10 歳男性)
宇宙への夢・科学への興味を抱き、常に「なぜ」「どうして」と関心をもつ科学する子どもを育てたい。こ
んな願いを込め、宇宙少年団活動をしています。今年も自然の素晴らしさを子どもたちと共に学んで
生きたいと思っています。(39 歳女性)
科学だけではなく天文などに興味が持てるようになった。(12 歳男性)
人工衛星/ハイテク産業に興味を持った。(17 歳男性)
天文雑誌等をよく読むようになった。(26 歳女性)
天文分野に特に興味をもったので、高校の理科の授業を選択する際に、「地学」を選び、より深く天文
のことについて学ぶことが出来た。(18 歳女性)
物理学の先生の本を購入して読むなど、天文の知識を深めた。(36 歳女性)
◎ 科学(宇宙、天文以外)に関心を持った
家ではできなかった実験や体験ができるので、科学に興味が湧いてきた。(8 歳男性の親回答)
科学技術の発達と自然環境の共存について考えるようになった。(18 歳女性)
関心を持った程度なので影響はあまりない。(夏休みを利用して缶のリサイクルをした位)(11 歳男性の
親回答)
子どもより母親である私が科学に関心を持つきっかけになった。学校では理数系が嫌いだったのに、
子どもと一緒に参加したり本を(子ども向き)読むうちに新たにおもしろいと思えるようになった。(7 歳男
性の親回答)
知識が広がるきっかけになった。毛利衛さんの講演会に参加したことが強烈に印象に残っている。
ぐっと身近に考えようとする力になったと思う。(18 歳男性)
◎ 友達ができた、交流をはかった
国内に多くの友人ができ、今でも交流をしています。家族を巻き込んでの活動・交流は、団員以外の
人にも良い影響を与えています。私の財産の一部になっています。(47 歳男性)
小中学生の頃より、相当上の青年たちに触れ合うことができ、学んだ点が多かった。(21 歳男性)
父とペットボトルロケットを作ったので、父との関係が深まった。(12 歳男性の親回答)
◎ 子ども
子どもの科学する心を育てることの大切さを学んだ。(55 歳男性)
幅広い年齢層の子どもたちと交流することで、視野が広くなった。新しい分野にも興味を持つことがで
きた。(27 歳男性)
◎ 進路、将来に影響した
宇宙少年団のスタッフの皆様、リーダーの皆様のやさしさとレベルの高さに感動しました。子供の進路
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も「好きな方面にどうぞ」と言いながら、内心は理系に進んでほしいと思っていました。長男が海洋学
部、二男が理工学部に進み、良かったと思いました。(52 歳女性)
同じ興味を持つ友達が増え、入る前以上に宇宙開発に興味をもつようになった。NASDAに入りたいと
思うようになった。(17 歳男性)
将来、宇宙に関係した仕事に就きたいと思うようになった。(12 歳男性)
将来、宇宙に関する仕事をしたい。大学生になったらリーダーになりたい。(13 歳男性)
将来、自分のやりたいこと、勉強したいことに航空工学と選んだこと。(21 歳男性)
無線の免許を取ることができたし、進学にしても工業分野に興味をもったので、工業学校に進学した。
(17 歳男性)
◎ 不思議と思うようになった、論理的・科学的に考えるようになった
宇宙や科学に対して興味があって入団したが、入団以前より以後の方が疑問に対しての考え方が論
理的になり、興味を掘り下げていく姿勢が身についた。(26 歳女性)
不思議に思ったことを調べてみるようになった。そして、宇宙をもっと考えるようになった。(12 歳女性)
◎ その他
行くまでは親が促すが参加すると充分に楽しんで参加しています。(9 歳男性の親回答)
影響受けたことは特にありません。毎月発送されてくる月刊誌の「ジュニア・サイエンティスト」を現在愛
読していまして、これが活動の主です。(29 歳女性)
楽しかった思いが今でも残っているが、直接何か影響があったかどうかは良くわからない。特別な人と
は違うことを自分でやってみたいと思ったので参加したが、やれば出来る、という自信はとてもついた
と思う。(29 歳女性)
他の分団との交流したことにより知ったことですが、活動内容にバラつきがあり、個性や方向付けに悩
んでいるところが多いことを知った。(47 歳男性)
分団に入っていないので本を見て知識を広めています。ジュニア・サイエンティストは興味ある内容が
多いです。(13 歳男性)
前よりも科学館などに足をよく運ぶようになったし、TV の番組で科学ものや生物などがやっていると観
るようになった。(10 歳男性の親回答)
問 10 日本宇宙少年団以外の科学や技術に関する講座、活動への参加
現在、あるいは、過去に日本宇宙少年団以外の科学や技術に関する講座、活動に参加したことはあるか、との問い
に関して、全体の 33.1%、3人に1人が「ある」と回答し、66.9% が「ない」と回答した(図 44)。
具体的な講座名としては、コズミックカレッジ、宇宙学校(ISAS)、青少年の科学の祭典、サイエンスキャンプ、国立科
学博物館、日本未来科学館、科学技術館、毛利さん、向井さん、若田さんの講演会、田中耕一さんの講演会、名古
屋市科学館、郡山市ふれあい科学館、栃木県こども総合科学館、千葉県現代産業博物館、ユネスコ科学教室、六
都科学館、読売少年科学団、米村でんじろう実験講座など多数の名前があげられた。
問 11 今後、日本宇宙少年団以外の科学や技術に関する講座、活動への参加
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今後、日本宇宙少年団以外の科学や技術に関する講座、活動に参加したいかをたずねたところ、「参加したい」とし
た人は全体のほぼ半数の 49.1% にのぼった。一方、「参加したくない」と回答した人は 3.7%、また、「わからない」と
した人は 47.2% であった。「参加したい」とする積極的な態度を有する人が約半数にのぼることがわかった(図 45)。
具体的な講座名としては、宇宙・天文に関するもの、NASA、NASDAに関するもの、科学実験、航空関係、コン
ピュータ関係、ロボット関係、宇宙飛行士の講演会などがあげられた。
問 12 日本宇宙少年団に入団した頃、1年間に何回くらい科学館や博物館へ行ってい
たか
入団した頃の科学館等への来館回数をたずねたところ、2回と回答した人がもっとも多く 23.7%、それ以外では1回
が 17.5%、3回が 16.3% などとなっている。11回以上と回答した人の合計は 7.9%、一方、0回とする人は 6.1% であっ
た。全く科学館等へ行かないという人は少数である(図 46)。
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問 13 この1年間に何回くらい科学館や博物館へ行ったか
この1年間の科学館等への来館回数についてたずねたところ、0回とする人がもっとも多く 23.7% であった。次いで
2回とする人が 19.0%、1回とする人が 17.4% であった(図 47)。
現役の団員に絞ってこの1年間の科学館等への来館回数をみると、2回とする人がもっとも多く 21.1%、3回とする人
が 15.0%、1回とする人が 14.7% であった。11回以上と来館頻度の高い人の合計は 9.5%、一方、0回とする人は
9.8% であった(図 48)。
問 12 で「入団した頃の科学館や博物館への来館回数」の回答で「0回」と回答した人の割合が 6.1% であるのに対
して、本問では「0回」が 23.7% となる増大するのは、科学館や博物館を見学することが日本宇宙少年団の活動の
一環として企画されていることが多いからだと思われる。このことは「現役団員」のこの1年間の来館回数で「0回」と
回答したものが 9.8% と10%を切っていることとも符合する。
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問 14 科学技術についてのニュースや話題への関心
科学技術についてのニュースや話題への関心をたずねたところ、「関心がある」と回答した人は 50.7%、「ある程度
関心がある」とする人は 38.3% で、関心がある層は9割に近い。また、「どちらともいえない」と回答した人は 4.5%、
「あまり関心がない」は 3.3%、「関心がない」は 0.8% となっている(図 49)。
男女別、世代別に科学技術への関心をみると、成人男性で「関心がある」と明確に関心を示す人が 72.8% と多く
なっている。また、すべての層において「関心がある」、「ある程度関心がある」の合計が85%を超えており、関心を有
する割合がとても高いことがわかる(図 50)。
総理府の世論調査で科学技術への関心について調査(対象は 18 歳以上の男女)を行っており、「関心がある」、
「ある程度関心がある」と答えた人の合計は 58.1% であることと比較すると、日本宇宙少年団の団員は科学技術へ
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の関心が高いことがわかる。
男性未成年 n=266、男性成人 n=92、女性未成年 n=105、女性成人 n=50
問 15 科学技術の発達のプラス面とマイナス面
科学技術の発達のプラス面とマイナス面については、「プラス面が多い」と回答した人が全体の 25.4%、「どちらかと
いえばプラス面が多い」が 32.0% で、肯定的な回答が全体の約三分の二を占めている。「どちらかといえばマイナ
ス面が多い」、「マイナス面が多い」との否定的な回答は 6.8% と少数であった(図 51)。
男女別、世代別でみると、「プラス面が多い」と回答した人は男性成人では50%に近いのに対して、女性未成年では
6.7% にとどまっている。
また、未成年では、「両者ともおなじくらいである」という中立的な回答する割合、「どちらかというとマイナス面が多
い」、「マイナス面が多い」と否定的な回答する割合が、成人に比べて高い傾向がある (図 52)。
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総理府の世論調査で同様に科学技術の発達のプラス面とマイナス面について調査(対象は 18 歳以上の男女)を
行っており、「プラス面が多い」、「どちらかというとプラス面が多い」と答えた人の合計は 57.7% であり、日本宇宙少
年団団員が科学技術のプラス面を評価する割合は一般よりもやや高い傾向にあることがわかる。総理府の世論調
査で「マイナス面が多い」、「どちらかというとマイナス面が多い」と回答した人は 10.7% であり、日本宇宙少年団団
員が 6.8% であることから日本宇宙少年団団員は一般よりもマイナスの評価が少ないことがわかる。総理府の世論
調査で「両方同じくらいである」と回答した人は 26.8%、「わからない」と回答した人は 4.8% であった。世論調査と比
較して日本宇宙少年団で「わからない」と回答した割合が高いのは、未成年層で「わからない」と回答した人が多い
ためで、成年層では男性 4.4%、女性 6.0% である(なお、男性未成年層で 16.5%、女性未成年層で 19.0% が「わか
らない」としている)。
男性未成年 n=267、男性成人 n=91、女性未成年 n=105、女性成人 n=50
問 16 高校名とその学科名について
問 17 高校を選ぶにあたって、日本宇宙少年団に参加したことが影響したか
高校を選ぶにあたって、日本宇宙少年団に参加したことが影響したかどうかを聞いた。この問に回答を寄せた人の
中には、入団時点の年齢が既に一般的な高校入学年齢を超えている人からも回答があったため、入団時点の年
齢が 14 歳までの人の回答を抽出した。
その結果、「影響した」と回答した人は 15.0% (23人)、「影響しない」と回答した人は 70.6% (108人)、「わからない」と
回答した人は 14.4% (22人)であった。
45
具体的に記述があった高校名は、Tennessee Meiji Gakuin High School、愛知県立一宮工業高校、千葉県立大多
喜高校、開成高校、鹿児島情報高等学校、沖縄県立北山高校、岐阜県立土岐商業高校、岐阜県立岐阜高等学校、
山形県立県立米沢興譲館高校(2人)、愛知県立五条高等学校、北海道立大樹高校、千葉県立津田沼高校、東京工
業高校、富山県立富山中部高等学校、東京都立高陵高校、西宮市立西宮高校、日本大学高等学校、茨城県立日
立一高、北陸学院高校、茨城県立水戸桜ノ牧高校、茨城県立緑岡高校の22校であった。
問 18 大学等の名称と専攻等の名称
問 19 大学を選ぶにあたって、日本宇宙少年団に参加したことが影響したか
大学を選ぶにあたって、日本宇宙少年団に参加したことが影響したかどうかを聞いた。問 17 同様、この問に回答
を寄せた人の中には、入団時点の年齢が既に一般的な大学入学年齢を超えている人からも回答があったため、入
団時点の年齢が 17 歳までの人の回答のみ抽出した。
その結果、「影響した」と回答した人は 18.3% (15人)、「影響しない」と回答した人は 65.9% (54人)、「わからない」と
回答した人は 15.9% (13人)であった。
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具体的に記述された大学は、Rutgers(アメリカ合衆国)、Southwest Missouri State Universty(アメリカ合衆国ミズーリ
州立)、足利工業大学、東京理科大学、松山大学の5校であった。
問 20 職業は何ですか
問 21 就職に際して、日本宇宙少年団に参加したことが影響しましたか
就職に際して、日本宇宙少年団に参加したことが影響したかをたずねた。問 19 同様、この問に回答を寄せた人の
中には、入団時点の年齢が既に一般的な就職年齢(18 歳と想定)を超えている人からも回答があったため、入団時
点の年齢が 17 歳までの人の回答のみ抽出した。
その結果、「影響した」と回答した人は 14.0% (7人)、「影響しない」と回答した人は 66.0% (33人)、「わからない」と回
答した人は 20.0% (10人)であった。
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具体的な記述があったのは。キヤノン  、昭和シェル石油  、保育園、  ハイテックの4人であった。
5.4 結果の分析
(1) 「日本宇宙少年団に参加する前の理科(科学)の好ききらい」と「活動に対する満足度」との関係について
ここからは、日本宇宙少年団に入団し活動に参加したことが、理科や科学の好ききらいに影響を与えたか、普及活
動に対する満足度、その他関連があると思われる項目間の関係について分析する。
日本宇宙少年団に参加する前の理科(科学)の好ききらいについては、問 3 でみたとおり、全体の 51.3% の人が
「好き」と回答し、「どちらかというと好き」とする 21.6% を加えるとおよそ約73%の人が理科(科学)を好きだと回答して
いる。日本宇宙少年団の活動に満足度については、問 6 のとおり「満足」「どちらかというと満足」とする人が 64.0%
である。
日本宇宙少年団に参加する前の理科(科学)の好ききらいと日本宇宙少年団に関する満足度とのクロスを取ったも
のが次の表およびグラフである(表 14、図 55)。
表 14 - 日本宇宙少年団に参加する前の理科(科学)の好ききらいと活
動に対する満足度
満
足
度
/
参
加
前
満足
どちらか
というと満
足
ふつう
どちらか
というと不
満
不満 合計
好
き
118人 55人 48人 17人 9人 247人
24.3% 11.3% 9.9% 3.5% 1.9% 50.9%
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
好
き
27人 39人 27人 9人 3人 105人
5.6% 8.0% 5.6% 1.9% 0.6% 21.6%
ふ
つ
う
29人 27人 44人 6人 1人 107人
6.0% 5.6% 9.1% 1.2% 0.2% 22.1%
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
き
ら
い
5人 5人 9人 0人 0人 19人
1.0% 1.0% 1.9% 0.0% 0.0% 3.9%
き
ら
い
4人 1人 2人 0人 0人 7人
0.8% 0.2% 0.4% 0.0% 0.0% 1.4%
合
計
183人 127人 130人 32人 13人 485人
37.7% 26.2% 26.8% 6.6% 2.7% 100.0%
注: 割合は全体に対する割合である
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これによれば、日本宇宙少年団に参加する前に理科(科学)が好きで、活動は満足とする人が 24.3% で、およそ4人
に1人がこれに該当する。参加前に理科を「好き」もしくは「どちらかというと好き」、日本宇宙少年団の活動に「満
足」もしくは「どちらかというと満足」とした人は239人、全体の 49.2% で半数の人が肯定的な回答をしている。
一方、参加前に理科 (科学) を「どちらかというときらい」もしくは「きらい」とした層で、活動に対する満足度を「どちら
かというと不満」もしくは「不満」と回答した人はいなかった。活動を「不満」とする人は 13 人 (2.7%)、「どちらかという
と不満」とする人が 32 人 (6.6%) で不満だとする人は全体の 1 割未満にとどまっている。また、不満だとする人は
参加前の理科 (科学) の好ききらいでは、「ふつう」、「どちらかというと好き」、「好き」と回答した人であった。
表では、全体に対する % を取っているが、日本宇宙少年団に参加する前の好ききらいの区分ごとに活動に対する
満足度をみると (表の行 (横) の合計に対する割合でみると)、日本宇宙少年団に参加する前に理科 (科学) を「好
き」とする回答した層(n=247)では、「満足」が 118 人、「どちらかというと満足」が 55 人で「好き」とした層のうち
70.0% (173 人)が満足としている。同様に、「どちらかというと好き」とする層(n=105)でも「満足」が 27 人、「どちらか
というと満足」が 39 人で、「どちらかというと好き」とした回答した人の 62.9% (66 人) が満足と答えている(図 56)。
参加する前の理科 (科学) の好ききらいについて、「ふつう」(n=107)、「どちらかというときらい」(n=19)、「きらい」(n=7)
とする層では、日本宇宙少年団の活動に「満足」、「どちらかというと満足」と回答した人の合計が、「ふつう」と回答
した人では 52.3% (56 人)、「どちらかというときらい」では 52.6% (10 人)、「きらい」では 71.4% (5 人) となっている。
参加前の理科の好ききらいで、「ふつう」や「きらい」とする人でも 5 割以上の人は日本宇宙少年団の活動を満足と
回答している。
(2) 「日本宇宙少年団の満足度」と「参加する前後での理科(科学)の好ききらいの変化」との関係について
日本宇宙少年団に参加する前と後での理科の好ききらいについての変化は問 7 でみたように、全体の半分が「前
より好きになった」と回答し、半分が「前と変わらない」と回答し、「前よりきらいになった」と回答した人はわずか 0.6%
で3人であった。
参加前後での好ききらいと満足度のクロスを取ったものが次の表とグラフである(表 15、図 57)。これによると、活動
について「満足」で「前よりも好きになった」とする人が 25.2% ともっとも多い。次いで満足度は「ふつう」で「前と変わ
らない」が 16.1%、「どちらかというと満足」で「前とより好きになった」が 13.8%、「どちらかというと満足」で「前と変わ
らない」が 12.4% となっている。「前よりきらいになった」と回答した3人の満足度については、日本宇宙少年団での
活動を「満足」とする人が2人、「不満」とする人が1人であった。
表 15 - 日本宇宙少年団の満足度と参加前後での理科(科学)の好きき
らいの変化
前後の変化 前より好きに 前と変わらな 前よりきらい 合計
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/ 満足度 なった い になった
満足 122 人 56 人 2 人 180 人
25.2% 11.6% 0.4% 37.2%
どちらか
というと満足
67 人 60 人 0 人 127 人
13.8% 12.4% 0.0% 26.2%
ふつう 54 人 78 人 0 人 132 人
11.2% 16.1% 0.0% 27.3%
どちらか
というと不満
9 人 23 人 0 人 32 人
1.9% 4.8% 0.0% 6.6%
不満 1 人 11 人 1 人 13 人
0.2% 2.3% 0.2% 2.7%
合計 253 人 228 人 3 人 484 人
52.3% 47.1% 0.6% 100.0%
注: 割合は全体に対する割合である
日本宇宙少年団の活動に対する満足度ごとに、参加する前後での理科 (科学) の好ききらいの変化の割合をみる
と (表の行 (横) の合計に対する割合でみると)、活動は「満足」と回答した人 (n=180人) のうち 67.8% (122 人) が
「前より好きになった」と回答し、「どちらかというと満足」とする人(n= 127 人)では 52.8% (67 人) が「前より好きに
なった」と回答している。「ふつう」(n= 132)、「どちらかというと不満」(n= 32) と回答した人では、それぞれ
40.9%、28.1% が「前より好きになった」と回答し、残りのそれぞれ 59.1%、71.9% は「前と変わらない」との回答であっ
た。「不満」と回答した人はサンプル数が 13 人と少ないが、「前より好きになった」と回答したが 1 人 (7.7%)、「前よ
りきらいになった」と回答した人が 1 人であった。活動に対する満足度が高いほど参加前後での理科の好きが「前
より好きになった」と変化の影響する傾向があることがわかる。
(3) 「日本宇宙少年団に参加する前の理科(科学)の好ききらい」と「参加前後での理科(科学)の好ききらいの変化」と
の関係について
日本宇宙少年団に参加する前と後での理科(科学)の好ききらいの変化については、問 7 でみたように「前より好き
になった」が 51.3%、「前と変わらない」が 48.1%、「前よりきらい」になったは 0.6% (3人)で、半数の人が前よりも好き
になったと回答している。
参加する前の理科(科学)の好ききらいとのクロスを取ったものが次の表及びグラフである(表 16、図 58)。
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表 16 - 日本宇宙少年団に参加する前の理科 (科学) の好ききらいと参
加前後での理科 (科学) の好ききらいの変化
前後の変化
/ 参加前
前より好きに
なった
前と変わらな
い
前よりきらい
になった 合計
好き 139人 115人 2人 256人
27.7% 22.9% 0.4% 51.0%
どちらか
というと好き
63人 46人 0人 109人
12.5% 9.2% 0.0% 21.7%
ふつう 46人 63人 1人 110人
9.2% 12.5% 0.2% 21.9%
どちらか
というときら
い
7人 12人 0人 19人
1.4% 2.4% 0.0% 3.8%
きらい 3人 5人 0人 8人
0.6% 1.0% 0.0% 1.6%
合計 258人 241人 3人 502人
51.4% 48.0% 0.6% 100.0%
注: 割合は全体に対する割合である
注: 表 16をグラフ化したもの。
日本宇宙少年団に参加する前の理科 (科学) の好ききらいの区分ごとに、参加する前後での理科 (科学) の好きき
らいの変化の割合をみると (表の行 (横) の合計に対する割合でみると)、「好き」と回答した層 (n= 256 人) では
54.3% (139 人)、「どちらかというと好き」と回答した層(n= 109 人)では 57.8% が「前よりも好きになった」と回答して
いる。また、日本宇宙少年団に参加する前の段階で理科(科学)の好ききらいについて「ふつう」と回答した層(n =
110 人)で 41.8% が「前より好きになった」と回答し、「どちらかというときらい」(19 人)、「きらい」(8人) とする層でもそ
れぞれ 36.8% (7人)、37.5% (3人)が「前より好きになった」と回答している。また、参加前に理科(科学)を好きとする
層でも、また、きらいとする層でも、参加後に参加前よりも理科 (科学) をきらいになったとする人は 3 人 (0.6%) で
51
ほとんどいない。日本宇宙少年団に入団し、日本宇宙少年団の活動に参加して理科、科学に触れることで、参加
前よりも理科 (科学) を好きになる傾向があるものと考えられる。
注: 表 16 の行の合計に対する割合をグラフ化したもの。
6. まとめ
今回、試行的に、科学技術館サイエンス友の会会員、日本宇宙少年団団員へアンケート調査を行った。回収率は、
科学技術館サイエンス友の会会員では 15.6%、日本宇宙少年団では 28.7% と高くはなかったが、両団体へのアン
ケート調査から得られた結果について簡単にまとめた。
筆者は今回のアンケート調査を実施する段階で、科学技術理解増進活動に参加している人たちは元々理科(科学)
が好きな人ばかりが集まっているのではないか、との印象を持っていた。しかしながら、アンケート調査を実施して
みると、必ずしも元々理科(科学)が好きな人ばかりではなく、きらいな人も参加していることがわかった。そして、理
科(科学)をきらいな人でも科学技術理解増進活動に参加することで、理科(科学)好きになることもあることがわかっ
た。
調査の結果は、科学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団の両団体ともほぼ同じ傾向であった。以下両団体
に共通に見られる事項をまとめることとするが、科学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団で異なっている事
象もあったので、この項の最後で紹介する。
(1) 科学技術館サイエンス友の会や日本宇宙少年団に参加することで、参加前より理科(科学)を好きになるという傾
向がある
アンケートの問 7「参加の前と後での理科(科学)の好ききらいの変化」の結果から、参加者の半数は理科(科学)を
「前よりも好きになった」と回答した。また、残りの半数は「前と変わらない」と回答しており、「前よりきらいになった」と
回答した人の割合はいずれも1%未満と少数であった。このことから、科学技術館サイエンス友の会や日本宇宙少年
団などの科学技術の理解増進に関する活動に参加することで、参加者は参加前よりも理科(科学)を好きになる傾向
があるといえる。
さらに、「参加前の理科(科学)の好ききらい」と「参加前後での理科(科学)の好ききらい」のクロス表(表 8及び表 16)
からわかるように、「参加前より好きになった」とする人は、科学技術館サイエンス友の会や日本宇宙少年団に参加
する前から理科(科学)が好きだった人(どちらかというと好きという人を含む)だけでなく、「ふつう」、「どちらかという
ときらい」、「きらい」とする層でも少なくない割合で存在する。科学技術館サイエンス友の会では、参加前に「ふつ
う」、「どちらかというときらい」、「きらい」とする280人のうち122人、43.6% が「前より好きになった」としている。また、
日本宇宙少年団では、参加前に「ふつう」、「どちらかというときらい」、「きらい」とする137人のうち56人、40.9% が
「前より好きになった」としている。
これらのことから、科学技術館サイエンス友の会や日本宇宙少年団など科学技術の理解増進に関する活動に参加
することで、理科や科学を一層好きになる傾向が確認された。
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(2) 科学技術館サイエンス友の会や日本宇宙少年団の活動に対する満足度は高い
アンケートの問 6 「活動に対する満足度」の結果から、科学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団が行う科学
技術の理解増進に関する活動に対する満足度(「満足」または「どちらかというと満足」と回答した人の割合)はそれ
ぞれ 70.9%、64.0% で、参加者の満足度は高いといえる。「どちらかというと不満」、「不満」と回答した人の割合は、
科学技術館サイエンス友の会で 5.4%、日本宇宙少年団で 9.1% であった。
また、「活動に参加する前の理科(科学)の好ききらい」と「活動に対する満足度」との関係(表 6及び表 14)をみると、
参加前に理科を好きとする人ほど満足度は高い傾向にあるが、参加前に理科を好きとしない層(「ふつう」、「どちら
かというときらい」、「きらい」と回答した人)でもおよそ半数の人は「満足」、「どちらかというと満足」と回答している。
「活動に対する満足度」と「活動に参加する前の理科(科学)の好ききらい」の間には、参加前に理科(科学)を好きと
する人ほど満足度が高いという関係はあるものの、参加前に理科(科学)を好きとしない層でも半数近くが科学技術
館サイエンス友の会、日本宇宙少年団の活動を満足であると考えていることがわかる。
(3) 科学技術館サイエンス友の会や日本宇宙少年団の活動に満足度した人ほど、理科を好きになる傾向がある
「活動に対する満足度」と「活動に参加する前と後での理科(科学)の好ききらいの変化」の関係(表 7及び表 15)か
ら、活動が「満足」と回答した人ではおよそ7割が活動に参加する「前より好きになった」と回答している。すなわち、
満足度が高まるほど理科(科学)を「前より好きになった」とする割合が増加している。参加する人に対して、「活動が
満足である」と実感してもらうことで理科(科学)を好きになる可能性が高まることを示していると考えられる。
(4) 未成年者が科学技術館サイエンス友の会や日本宇宙少年団などの科学技術の理解増進に関する活動を知る
きっかけ、活動に参加するきっかけとして家族の果たす役割が大きい
アンケート問 1 の「知ったきっかけ」(図 1及び図 30)で 20 歳以上の成人世代では「自分で知った」との回答が科
学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団とも最も大きな割合を占めているが、 0 歳から 19 歳までの未成年
世代についてみると「家族を通じて知った」とする回答がそれぞれ 51.2%、35.0% で最も大きな割合を占めている。
科学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団などの科学技術の理解増進に関する活動について、未成年世代
が知るチャンスは家族が影響を与えていることがわかる。すなわち、成人世代がこのような活動についての情報を
得て子どもに伝えることが未成年者の参加への契機になることがわかる。
また、アンケート問 2 の「参加したきっかけ」(図 4及び図 32)を未成年世代についてみると、科学技術館サイエンス
友の会では「家族に参加するようにすすめられた」が 52.4%、「自分から参加したいと思った」が 36.3% であり、日本
宇宙少年団では「自分から参加したいと思った」が 53.4%、「家族に参加するようにすすめられた」が 36.2% となって
いる。自由記述欄もあわせてみると、未成年世代では、家族(特に親)から子どもへの働きかけが大きな役割を果た
していることがわかる。
(5) 科学技術館サイエンス友の会や日本宇宙少年団の活動に参加したことが進学にあたって影響したと回答した
人が多くはないが存在する
高校、大学に進学する以前に科学技術館サイエンス友の会や日本宇宙少年団に参加した人の中で、高校、大学
への進学にあたって、科学技術館サイエンス友の会や日本宇宙少年団の活動に参加したことが「影響した」と回答
した人が、人数、割合としては多くはないが存在した。
科学技術館サイエンス友の会では、入会時の年齢が 14 歳以下と回答した人で現在既に 15 歳に達している人
133 人から有効な回答があり、そのうち、高校進学にあたって「影響した」と回答した人が 11 人 (8.3%)であった。ま
た、大学については入会時の年齢が 17 歳以下で既に大学に進学した人 48 人から有効な回答があり、そのうち、
大学進学にあたって「影響した」と回答した人が 8 人 (16.7%) いた。就職に関しては、該当者 (17 歳までに科学技
術館サイエンス友の会に参加し、現在就職している人)からの回答数が 5 と少なかったこともあり、「影響した」と回
答した者はなかった。
日本宇宙少年団では、同様に入団時の年齢が 14 歳以下と回答した人で既に 15 歳に達している人 153 人から有
効な回答があり、そのうち、高校進学にあたって「影響した」と回答した人が 23 人 (15.0%) いた。大学については、
入団時の年齢が 17 歳以下で既に大学に進学した人 82 人から有効な回答があり、そのうち、大学進学にあたって
「影響した」と回答した人が 15 人(18.3%)であった。就職に関しては (図 54)、大学同様入団時の年齢が 17 歳以下
で既に就職している人 50 人のうち、7 人 (14.0%) から「影響した」と回答があった。
(6) 科学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団など科学技術の理解増進に関する活動の課題として、提供す
る講座(プログラム)の内容・程度の問題がある
科学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団の活動は、総じて、「満足だった」、「楽しかった」、「おもしろかっ
た」との回答が多かったが、問 6 の自由記述の中には、「要望」や「不満」として、活動における課題となるものが寄
せられた。
課題と思われるものとして、「講座を増やして欲しい」、「もっと高度なことをやってほしい」、「一度やったことが何年
も続く」といった意見、また、逆に「低学年には難しい」といった意見などが寄せられた。年齢設定の幅が広く門戸を
開放していることが、対象の年齢や知識、経験などのレベルにばらつきを生じる原因になっていると思われる。
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これを解決するためには、対象とするレベルを細分化し、レベルに合わせて提供する講座 (プログラム) 数を増やす
など内容を多様化することで対応が可能になると考えられる。講座数を増やして内容を多様化させるためには、
1.  講座で実施するプログラムの開発
2.  講座 (プログラム) で使用する教材を廉価で提供する体制の確立
3.  講座 (プログラム) を実施する場所 (スペース) の確保
4.  講座 (プログラム) を指導する指導者 (インストラクター) の確保
5.  講座 (プログラム) を受講する参加者の確保
などが必要であると考えられる。
科学技術の理解増進活動については、これまでにも個々の科学館等においても実施されてきているほか、国が直
接もしくは間接に関連する事業を展開してきている。上記の 、  については、科学技術の理解増進活動を実施
する個々の団体や個人がプログラムをより利用しやすい形に整備すること、例えば、JSTが主催している「科学
館−学校連携強化資料の開発・普及」事業をより充実させて、インターネットを通じての情報提供、プログラムを実施
するために必要な教材を廉価に提供できるよう生産・販売体制を整備することなどの取り組みによって解決すること
が可能であろう。
また、  及び  については、理解増進活動の固定的な実施拠点、中心となる指導者が必要であることは当然であ
るが、個々の講座(プログラム)の実施にあたって、必要に応じて、機動的に、場所(スペース)、指導者(インストラク
ター)を確保していくことが課題となる。このような理解増進活動が実施されるのは、対象が子どもである場合が多い
ことから、学校が休みの土日や長期の休みの期間であることが多い。そのことから、場所(スペース)、指導者(インス
トラクター)の確保策として、理解増進活動を推進する団体と学校・教員との連携も検討されるべきと考える。
また、多様な講座(プログラム)が実施されるためには、それに参加する参加者の確保も重要な課題である。例え
ば、学校との連携、地域を巻き込んだ科学技術に関する理解増進活動の展開によって、講座(プログラム)への参加
者を確保するということも必要になろう。
いずれにしても、予算の状況が厳しい昨今において、これらの課題を解決していくためには、科学技術の理解増
進に関する活動のあり方、支援体制や支援制度について国も含めて更なる検討が必要であると考えられる。
(7) 科学技術館サイエンス友の会の活動及び日本宇宙少年団の活動への要望
科学技術館サイエンス友の会への意見として代表的なものに「行きたい講座に応募しても当たらない」、「会員更新
の手続き期間が短い」などの意見が出された。「行きたい講座に応募しても当たらない」という意見は、会員数に対
して講座数が少ない、特定の講座に人気が集中することが原因であると考えられる。「会員更新の手続き期間が短
い」、「更新期間が短いため、友の会への継続ができなかった」との意見もかなり多くいただいた。一方で、現行の
科学技術館サイエンス友の会で収容できる会員数にも限界がある。科学技術館サイエンス友の会会員からの意見
にもあったように、例えば、科学技術館サイエンス友の会の支部を設置する、もしくは同じような活動を行う(科学技
術館サイエンス友の会と連携して活動を行う)友の会を設置することにより、科学技術館サイエンス友の会への参加
の機会がより多く提供され、「行きたい講座に応募しても当たらない」といった意見の解決に結びつくものと思われ
る。
日本宇宙少年団への意見としては、「活動場所が遠い」、「近くに分団がない」といった意見があった。日本宇宙少
年団は100以上の分団を持つ全国組織であり、全国からの入団希望者を各支部に紹介するがゆえの意見であると
思われる。活動網がさらにきめ細かく広がり、分団数が増加、活動場所が近くにできることが「活動場所が遠い」、
「近くに分団がない」といった意見の解決につながる。
例えば、全国に展開するスポーツ少年団を例に取れば、興味を持つ少年少女たちがいて、そして、それを指導する
ことのできる大人が各地区にいる。そこにスポーツ少年団結成の機運が加わり、スポーツ少年団結成へと結びつ
き、活動が継続される。活動が継続されるためには、参加する少年少女と指導者が常にあることが要件となる。
科学技術理解増進活動について考えると、子どもについてはもちろんのこと、大人についても理科や科学技術を
知りたい、学びたいとする人は潜在的にいるようである。指導者については、人口がある程度の規模の町や村には
理科を教える教員はいる。また、技術系の会社も存在し、科学技術についてある程度の知識をもった人は存在する
ものと思われる。こうした地方での科学技術理解増進活動の協力者を発掘すること、さらに、継続的な科学技術理
解増進活動を展開するための組織の立ち上げへの機運、例えば、日本宇宙少年団や宇宙開発事業団などのイベ
ント開催を契機として日本宇宙少年団の分団立ち上げのための機運を盛り上げることが、科学技術理解増進活動
を全国で展開するためには必要であろう。
また、日本宇宙少年団ではリーダーから分団活動に関する意見も寄せられた。より良い分団運営を目指しての悩み
として、「年間活動予算」、「活動場所の確保」、「活動を盛り上げていくためのノウハウの確立」などがあげられた。
「活動場所の確保」については(5)でも検討したように、例えば、学校との連携が鍵になると思われる。また、「活動を
盛り上げていくためのノウハウ」という点については、(5)で検討した科学技術の理解増進活動を進めるための活動
全般に関するプログラム開発に加えて、日本宇宙少年団として少年団独自の目的に向けてのノウハウの蓄積とを
結びつけていくことが課題解決に向けての糸口になるとも考えられる。
(8) 科学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団で異なる傾向を示したものについて
その他、両団体へのアンケートで全般的には同じ傾向を示しているが、いくつかの点では傾向が大きく異なるもの
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があるので、参考までに紹介する。
まず、問 1 の「知ったきっかけ」についてであるが、「学校を通じて知った」とする割合に大きな違いがある。科学技
術館サイエンス友の会では全体の 0.3%、入団時の年齢を未青年者に限っても 0.4% である。一方、日本宇宙少年
団では全体の 17.6%、入団時の年齢を未成年者に限ると 19.7% である。日本宇宙少年団の活動は学校を通じて伝
えられることもあると考えられるが、科学技術館サイエンス友の会の活動については学校を通じて伝えられることが
ほとんどないと考えられる。
問 2 の「参加したきっかけ」については、科学技術館サイエンス友の会の未成年者では「家族にすすめられた」
52.4%、「自分で参加したいと思った」 36.3% の順番であるが、日本宇宙少年団の未成年者では「自分で参加したい
と思った」 53.4%、「家族に参加するようにすすめられた」 36.2% の順番となっている。原因は明確ではないが、科学
技術館サイエンス友の会の活動に関しては、家族会員制度があることも影響しているものと考えられる。
問 4 の「参加する前の科学技術の関心分野」では、科学技術館サイエンス友の会では「生物」 36.4%、「コンピュー
タ」 36.0%、「ロボット」 29.8%、「化学」 27.6%、「天文」 26.5% であるが、日本宇宙少年団では「天文」 43.2%、「ロボッ
ト」 30.3%、「生物」 25.5%、「コンピュータ」 23.2%、「宇宙工学」 19.0% の順番である。日本宇宙少年団という宇宙に
特化した活動ということもあり、日本宇宙少年団への参加者では天文、宇宙工学という分野への関心が高いものと
考えられる。
また、問 8 の「参加した後、新たに関心を持った科学や技術の分野」でも日本宇宙少年団では、「天文」 43.8%、
「気象」 35.1%、「宇宙工学」 18.8% なのに対して、科学技術館サイエンス友の会では「化学」 25.9%、「コンピュータ」
23.6%、「生物」 21.4% であり、両団体の科学技術理解増進活動で取り組まれている内容の違いによって、参加した
ことによって新たに関心を持つ科学技術分野が異なっていることがわかる。
問 12 の「科学技術館への来館回数」(科学技術館サイエンス友の会)、「科学館や博物館への来館回数」(日本宇宙
少年団) については、科学技術館サイエンス友の会では 6 〜 10 回が 30.8% ともっとも多く、日本宇宙少年団では
2回が 23.7% でもっとも多く、両者でのピークの出方が異なっている。科学技術館サイエンス友の会では、会員に
なると入場料が無料になること、科学技術館サイエンス友の会が提供する個別のプログラムを科学技術館で行うこ
とが多いことが原因になっていると考えられる。一方、日本宇宙少年団でも団の活動の一環として、科学館、博物館
の見学が組み込まれていることがあることから、科学館、博物館への来館回数として、1 回、2 回、3 回との回答が
多いと考えられる。
7. 終わりに
今回の調査は、科学技術理解増進活動関係者の参考として供するために、アンケート調査を科学技術館サイエン
ス友の会及び日本宇宙少年団の協力を得て実施し、試行的にではあるが科学技術理解増進活動の影響の測定を
試みた。
アンケート調査を行った結果、今回の調査範囲内では、理科(科学)をより好きになる傾向があるなど、科学技術の
理解増進活動は有効であることがある程度わかった。また、子どもたちがこれらの活動に参加するきっかけを作る
のは家族、特に親が果たす役割が大きいこともわかった。
今回の科学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団への調査の結果から、科学や技術に興味を持つ人が科学
技術理解増進活動に気軽に、容易に参加できるような体制作りが必要であると同時に、科学技術理解増進活動に
対するニーズはあるが、一つの組織、一つの拠点でカバーできる範囲は限られていることから、関係機関・関係者
が協力しつつこのような活動を広げていくことが必要であると考えた。
今後、科学技術の理解増進に関する活動を幅広く展開していくためには、理解増進活動を都市部だけのものとす
ることなく、地方でも実施することが必要であり、各地方各地区に科学技術の理解増進に関する活動を実施する組
織を展開させることが必要となる。そのためには、例えば、科学技術理解増進に関する活動のノウハウの共通部分
を公的な組織からインターネット等と通じて利用しやすい形で提供するなど、科学技術理解増進活動の基礎を固め
ることが必要であろう。また、参加者のレベルに合わせたきめ細かな、多様な講座 (プログラム) の実施に向け、プ
ログラムの開発、使用する教材の廉価での提供体制の確保、実施する場所や指導者、そして参加者の確保が必要
になる。
今回は科学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団にご協力いただいたが、両団体以外にもたくさんの優良な
取り組みが行われている。今後、科学技術理解増進活動に取り組んでいる団体においても、活動の有効性に関す
る調査が実施され、問題点が検討されることで、科学技術理解増進活動の取り組みが一層進むことを期待したい。
また、今後、科学技術理解増進活動の優良な取り組みついては情報を共有することを目的として、適宜その活動内
容を紹介していくことが重要であると認識している。
なお、今回の調査対象とした科学館以外の団体による科学技術理解増進活動の他に、科学館と学校との連携、例
えば学校では出来ないような理科や科学の実験などを科学館でおこなうことも、科学技術理解増進活動の重要な
活動の一つと考えている。このことについては現在調査をおこなっているところで、報告書がまとまり次第公表して
いきたいと考えている。
8. 謝辞
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今回の報告書作成にあたっては、下記の日本国内の科学館等及びフランス、英国、米国の博物館を訪問しました。
お忙しい中、今回の調査にご協力いただいた博物館、科学館等の皆さまに心から感謝いたします。
京都市青少年科学センター:
滋賀県立琵琶湖博物館:
出雲科学館:
フランス自然史博物館:
ラ・ヴィレット:
イギリス自然史博物館:
Eureka! (the museum for children)
イギリス科学博物館:
アメリカ自然史博物館:
エクスプロラトリウム:
また、北九州市立自然史・歴史博物館「いのちのたび博物館」戸来義臣氏、山本智美氏、名古屋市科学館松河功
氏、神戸市立青少年科学館渡辺国士氏、三輪浩司氏、春名文雄氏、千葉県立中央博物館立和名啓人氏、仙台市
科学館高取知男氏、小松尚哉氏にも貴重なお時間をいただき、お話を伺いました。ありがとうございました。
本調査の計画段階では、国立科学博物館小川義和氏、科学技術振興事業団日夏健一氏に多大なるご教示をいた
だきました。ありがとうございました。また、科学技術政策研究所で科学技術理解増進研究会の委員をお願いして
いる高柳雄一氏、中村雅美氏、大島まり氏、高橋真理子氏、鳩貝太郎氏、松田良一氏、客員研究官の植木勉氏、小
倉康氏から研究会での討議を通じてご教示いただきましたことを感謝申しあげます。
科学技術館サイエンス友の会、日本宇宙少年団のアンケート調査実施に当たりましては、アンケートにご協力いた
だいた皆様にまずもって御礼申しあげます。また、アンケート実施に当たり、科学技術館田代英俊氏、武井洋一
氏、日本宇宙少年団入江洋司氏、猪俣陽子氏、羽成亨子氏にご協力をいただきました。ありがとうございました。
また、今回のアンケート調査の取りまとめ、報告書作成にあたりまして、科学技術政策研究所第2調査研究グループ
大釜陽子さん、鎌田綾子さんには多大な時間と労力を提供いただきました。ありがとうございました。その他、今回
の調査に関連してお話を伺った皆様に御礼申しあげます。
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 巻末資料１ 科学技術館サイエンス友の会会員の方へのアンケート調査票 
 
平成 15年 3月 11日 
 
各位 
 
「科学技術館サイエンス友の会会員の方へのアンケート調査」 
ご協力のお願い 
 
 
 皆様には、時下ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 
 私ども、科学技術政策研究所は文部科学省の傘下で科学技術政策に関する調査研究を行っ
ている国立研究機関です。 
 
 現在、当研究所では、科学技術理解増進に関する調査研究の一環として、科学館などが主
催する科学技術に関する講座、活動の有効性に関する検討をしております。そこで、このた
び、科学技術館サイエンス友の会会員の方、会員であった方を対象に、サイエンス友の会に
参加されたことで受けた影響を調査するためのアンケートを実施する運びとなりました。 
 
 今回の調査にあたりましては、財団法人日本科学技術振興財団 科学技術館のご協力を賜
り、サイエンス友の会会員名簿からご協力をお願いするものです。 
 
 本調査は科学技術理解増進活動のあり方の検討に反映させる目的で実施するものです。つ
きましては、ご多忙中恐縮ではございますが、調査の趣旨をおくみとりいただき、ご協力下
さいますようお願い申しあげます。アンケートにつきましては 3月 25日頃までにご返送いた
だければ幸いです。 
 
 なお、本調査の結果については、整理、分析の上、半年を目途に発表させていただくこと
になりますが、後々皆さまにご迷惑をおかけすることのないよう、個人名や個人を特定でき
るような情報は一切公表いたしませんので、何卒ご協力賜りますようよろしくお願い申しあ
げます。 
 
 
文部科学省科学技術政策研究所 
第 2調査研究グループ 
大沼清仁、鎌田綾子 
電話 03-3581-2392
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科学技術館サイエンス友の会会員の方へのアンケート調査 
平成 15年 3月 11日 
文部科学省科学技術政策研究所 
 
この調査票は目的外の使用は絶対にいたしませんのでご協力をお願いします。 
以下の項目につき、ご回答をお願いいたします。該当する項目に○印をつけて下さい。 
 
（１）あなたの年齢を教えてください。                    歳 
 
（２）あなたの性別を教えてください。           １．女性 ２．男性 
 
（３）差し支えなければ、あなたの住所を教えてください。 
                                   
（４）差し支えなければ、あなたのお名前を教えてください。           
 
（５）あなたがサイエンス友の会に入会した年、入会した時の年齢（学年）を教えてくださ
い。    入会年 西暦     年、入会した時の年齢（学年）      
 
（６）現在はサイエンス友の会を退会されている方にお尋ねします。あなたがサイエンス友
の会を退会された年、退会された時の年齢（学年）を教えてください。 
退会年 西暦        年、退会した時の年齢（学年）      
 
問１ サイエンス友の会を知ったきっかけを教えてください。 
１． （科学技術館に来て、本や雑誌などで）自分で知った  ２．学校を通じて知った 
３．家族を通じて知った  ４．友だちを通じて知った  ５．その他（      ） 
 
問２ サイエンス友の会に参加したきっかけを教えてください。 
１． 自分から参加したいと思った  ２．学校で参加するようにすすめられた 
３．家族に参加するようにすすめられた（家族が友の会に入ったから） 
４．友だちに参加するようにすすめられた（友だちが友の会に入ったから） 
 ５．その他（                           ） 
 
問３ サイエンス友の会に参加する前、あなたは理科（科学）は好きでしたか、きらいでし
たか。 
１． 好き  ２．どちらかというと好き  ３．ふつう  ４．どちらかというときらい 
５．きらい 
 
問４ サイエンス友の会に参加する前、あなたは科学技術のどの分野に関心がありましたか。 
１．生物 ２．天文 ３．気象 ４．環境 ５．医学 ６．コンピュータ ７．ロボット 
８．宇宙工学 ９．航空 １０．海洋 １１．物理 １２．化学 １３．その他（     ） 
 
問５ サイエンス友の会の活動（工作教室など）には合計何回くらい参加しましたか。教室
名、行事名など活動の内容がわかれば具体的に書いてください。 
 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
（                               ） 
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問６ サイエンス友の会の活動は満足でしたか。要望や不満などがあれば自由に書いてくだ   
さい。 
１． 満足  ２．どちらかというと満足  ３．ふつう   
４．どちらかというと不満 ５．不満 
  
 
 
問７ サイエンス友の会に参加した後、あなたの理科（科学）の好き、きらいは、サイエン
ス友の会に参加する前にくらべて変わりましたか。 
１． 前より好きになった  ２．前と変わらない  ３．前よりきらいになった 
 
 
問８ サイエンス友の会に参加した後、あなたは新たに科学や技術の分野に関心を持ちまし
たか。 
 １．新たに関心をもった  ２．新たに関心をもったことはない（とくに変わらない） 
 
⇒１．と答えた方におたずねします。どの分野に新たに関心をもちましたか。 
１．生物 ２．天文 ３．気象 ４．環境 ５．医学 ６．コンピュータ ７．ロボット 
８．宇宙工学 ９．航空 １０．海洋 １１．物理 １２．化学  
１３．その他（                            ） 
 
問９ サイエンス友の会に参加したことで、あなたが何らかの影響を受けたことがあれば教
えてください。 
 
 
問１０ 現在、あるいは、過去にサイエンス友の会以外の科学や技術に関する講座、活動に
参加したことはありますか。 
 １．ある  ２．ない 
  
⇒１．と答えた方におたずねします。その講座、活動のなまえを教えてください。 
   （                               ） 
 
問１１ 今後、サイエンス友の会以外の科学や技術に関する講座、活動に参加したいですか。 
 １．参加したい  ２．参加したくない  ３．わからない 
  
⇒１．と答えた方におたずねします。どのような講座、活動に参加したいですか。 
   （                               ） 
 
問１２ サイエンス友の会に入会した頃、1年間に何回くらい科学技術館に行っていましたか。 
 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
 
問１３ この 1年間には何回くらい科学技術館に行きましたか。 
 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
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問１４ 科学技術についてのニュースや話題に関心がありますか。 
１．関心がある  ２．ある程度関心がある  ３．あまり関心がない 
４．関心がない  ５．どちらともいえない  ６．わからない 
 
 
問１５ 科学技術の発達には、プラス面とマイナス面があると言われていますが、全体的に
見た場合、あなたはそのどちらが多いと思いますか。 
 １．プラス面が多い  ２．どちらかというとプラス面が多い 
 ３．どちらかというとマイナス面が多い  ４．マイナス面が多い   
 ５．両方同じくらいである  ６．わからない 
 
★ 以下の質問は、高校に進学している（した）方におたずねします。 
問１６ 差し支えなければ高校名と学科名（普通科、商業科、工業科など）を教えてくださ
い。 
高校名           学科          
 
問１７ 高校を選ぶにあたってサイエンス友の会に参加したことが影響しましたか。 
１． 影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 
（                             ） 
 
★ 以下の質問は、大学、短大、専門学校等に進学している（した）方におたずねします。 
問１８ 差し支えなければ大学、短大、専門学校等（以下「学校」）の名称と専攻、学部、コ
ース等（以下「専攻」）の名称を教えてください。 
学校の名称          専攻の名称           
 
問１９ 進学した学校、専攻を選ぶにあたってサイエンス友の会に参加したことが影響しま
したか。 
１． 影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 
（                             ） 
 
★ 以下の質問は、就職している（した）方におたずねします。 
問２０ あなたの職業は何ですか。業種、職種から選択してください。また、差し支えなけ
ればお勤め先の名称を教えてください。 
 業種 １．製造 ２．金融･保険 ３．商社･卸小売 ４．建設･不動産 ５．運輸･通信  
６．情報処理 ７．病院･医療 ８．弁護士･会計事務 ９．マスコミ･印刷･広告 
１０．その他サービス １１．政府･公共機関 １２．学校･研究所 １３．その他 
 お勤め先の名称（                          ） 
 
問２１ 就職に際してサイエンス友の会に参加したことが影響しましたか。 
１． 影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 
（                             ） 
 
以上、ご協力ありがとうございました。 
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平成15年3月 
科学技術館サイエンス友の会 
会員（元会員） 各位殿 
アンケートご協力のお願い 
 
日本科学技術振興財団 
科学技術館サイエンス友の会 
 
拝 啓 
 
時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
このたび科学技術館サイエンス友の会では、文部科学省科学技術政策研究所が実施する
「科学館等が主催するサイエンスプログラムへの参加者の追跡調査」に協力し、サイエン
ス友の会の現会員、元会員の皆様にアンケートの送付をさせていただくことになりました。 
今回のアンケートは、別紙にありますように科学技術館サイエンス友の会活動に参加さ
れたことのある方に、サイエンス友の会活動で受けた影響等を調査するものです。アンケ
ート結果は、今後のサイエンス友の会の活動にも役立つと思われます。つきましては誠に
お手間をおかけいたしますが、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
 
 また、科学技術館サイエンス友の会に対するご意見等ございましたらサイエンス友の会
事務局までご連絡ください。 
 
 
敬 具 
 
 
 
 
 
   （財）日本科学技術振興財団  科学技術館運営部 
サイエンス友の会事務局 
   〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園2-1 
TEL: 03-212-8506  FAX: 03-3212-8540 
  E-mail: tomo@jsf.or.jp 
ホームページ URL  http://www.jsf.or.jp/club/ 
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巻末資料２ 日本宇宙少年団団員の方へのアンケート調査票 
 
平成 15年 3月 11日 
 
各位 
 
「日本宇宙少年団団員の方へのアンケート調査」 
ご協力のお願い 
 
 
 皆様には、時下ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 
 私ども、科学技術政策研究所は文部科学省の傘下で科学技術政策に関する調査研究を行っ
ている国立研究機関です。 
 
 現在、当研究所では、科学技術理解増進に関する調査研究の一環として、科学館などが主
催する科学技術に関する講座、活動の有効性に関する検討をしております。そこで、このた
び、日本宇宙少年団の団員の方、団員であった方を対象に、日本宇宙少年団に参加されたこ
とで受けた影響を調査するためのアンケートを実施させていただく運びとなりました。 
 
 今回の調査にあたりましては、財団法人日本宇宙少年団のご協力を賜り、「日本宇宙少年団」
の名簿からご協力をお願いするものです。 
 
 本調査は科学技術理解増進活動のあり方の検討に反映させる目的で実施するものです。つ
きましては、ご多忙中恐縮ではございますが、調査の趣旨をおくみとりいただき、ご協力下
さいますようお願い申しあげます。アンケートにつきましては 3月 25日頃までにご返送いた
だければ幸いです。 
 
 なお、本調査の結果については、整理、分析の上、半年を目途に発表させていただくこと
になりますが、後々皆さまにご迷惑をおかけすることのないよう、個人名や個人を特定でき
るような情報は一切公表いたしませんので、何卒ご協力賜りますようよろしくお願い申しあ
げます。 
 
 
 
 
 
文部科学省科学技術政策研究所 
第 2調査研究グループ 
大沼清仁、鎌田綾子 
電話 03-3581-2392
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日本宇宙少年団団員の方へのアンケート調査 
平成 15年 3月 11日 
文部科学省科学技術政策研究所 
 
この調査票は目的外の使用は絶対にいたしませんのでご協力をお願いします。 
以下の項目につき、ご回答をお願いいたします。該当する項目に○印をつけて下さい。 
 
（１）あなたの年齢を教えてください。                     歳 
 
（２）あなたの性別を教えてください。           １．女性 ２．男性 
 
（３）差し支えなければ、あなたの住所を教えてください。 
 
                                  
（４）差し支えなければ、あなたのお名前を教えてください。           
 
（５）あなたが日本宇宙少年団（以下、宇宙少年団とする）に入団した年、入団した時の年
齢（学年）を教えてください。   
      入団年 西暦      年、入団した時の年齢（学年）       
 
（６）現在は宇宙少年団の団員・リーダー等でない方にお尋ねします。あなたが宇宙少年団
を退団した年、退団した時の年齢（学年）を教えてください。 
      退団年 西暦      年、退団した時の年齢（学年）       
 
問１ 宇宙少年団を知ったきっかけを教えてください。 
１．（テレビ、新聞などを通じて）自分で知った  ２．学校を通じて知った 
３．家族を通じて知った  ４．友だちを通じて知った  ５．その他（      ） 
 
問２ 宇宙少年団に参加したきっかけを教えてください。 
１．自分から参加したいと思った  ２．学校で参加するようにすすめられた 
３．家族に参加するようにすすめられた ４．友だちに参加するようにすすめられた（友だ
ちが宇宙少年団に入団した）  ５．その他（              ） 
 
問３ 宇宙少年団に参加する前、あなたは理科（科学）は好きでしたか、きらいでしたか。 
１．好き  ２．どちらかというと好き  ３．ふつう  ４．どちらかというときらい 
５．きらい 
 
問４ 宇宙少年団に参加する前、あなたは科学技術のどの分野に関心がありましたか。 
１．生物 ２．天文 ３．気象 ４．環境 ５．医学 ６．コンピュータ ７．ロボット 
８．宇宙工学 ９．航空 １０．海洋 １１．物理 １２．化学 １３．その他（     ） 
 
問５ 宇宙少年団の活動には合計何回くらい参加しましたか。活動の内容も具体的にわかれ
ば書いてください。 
 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
（                               ）
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問６ 宇宙少年団の活動は満足でしたか。要望や不満などがあれば自由に書いてください。 
１．満足  ２．どちらかというと満足  ３．ふつう   
４．どちらかというと不満 ５．不満 
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問７ 宇宙少年団に参加した後、あなたの理科（科学）の好き、きらいは、宇宙少年団に参
加する前にくらべて変わりましたか。 
１．前より好きになった  ２．前と変わらない  ３．前よりきらいになった 
 
 
問８ 宇宙少年団に参加したことで、あなたは新たに科学や技術に関心をもつようになりま
したか。 
 １．新たに関心をもった  ２．新たに関心をもったことはない（とくに変わらない） 
 
⇒１．と答えた方におたずねします。どの分野に新たに関心をもちましたか。 
１．生物 ２．天文 ３．宇宙工学 ４．気象 ５．環境 ６．医学 ７．コンピュータ 
８．ロボット ９．航空 １０．海洋 １１．物理 １２．化学  
１３．その他（                            ） 
 
問９ 宇宙少年団に参加したことで、あなたが何らかの影響を受けたことがあれば教えてく
ださい。 
 
 
 
問１０ 現在、あるいは、過去に宇宙少年団以外の科学や技術に関する講座、活動に参加し
たことはありますか。 
 １．ある  ２．ない 
  
 ⇒１．と答えた方におたずねします。その講座、活動のなまえを教えてください。 
   （                               ） 
 
問１１ 今後、宇宙少年団以外の科学や技術に関する講座、活動に参加したいですか。 
 １．参加したい  ２．参加したくない  ３．わからない 
 
 ⇒１．と答えた方におたずねします。どのような講座、活動に参加したいですか。 
   （                               ） 
 
問１２ 宇宙少年団に入団した頃、1年間に何回くらい科学館や博物館に行っていましたか。 
 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
 
問１３ この 1年間には何回くらい科学館や博物館に行きましたか。 
 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
問１４ 科学技術についてのニュースや話題に関心がありますか。 
１．関心がある  ２．ある程度関心がある  ３．あまり関心がない 
４．関心がない  ５．どちらともいえない  ６．わからない 
 
 
問１５ 科学技術の発達には、プラス面とマイナス面があると言われていますが、全体的に
見た場合、あなたはそのどちらが多いと思いますか。 
 １．プラス面が多い  ２．どちらかというとプラス面が多い 
 ３．どちらかというとマイナス面が多い  ４．マイナス面が多い   
 ５．両方同じくらいである  ６．わからない 
 
 
★ 以下の質問は、高校に進学している（した）方におたずねします。 
問１６ 差し支えなければ高校名と学科名（普通科、商業科、工業科など）を教えてくださ
い。 
高校名           学科          
 
問１７ 高校を選ぶにあたって宇宙少年団に参加したことが影響しましたか。 
１．影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 
（                             ） 
 
★ 以下の質問は、大学、短大、専門学校等に進学している（した）方におたずねします。 
問１８ 差し支えなければ大学、短大、専門学校等（以下「学校」）の名称と専攻、学部、コ
ース等（以下「専攻」）の名称を教えてください。 
学校の名称          専攻の名称           
 
問１９ 進学した学校、専攻を選ぶにあたって宇宙少年団に参加したことが影響しましたか。 
１．影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 
（                             ） 
 
★ 以下の質問は、就職している（した）方におたずねします。 
問２０ あなたの職業は何ですか。業種、職種から選択してください。また、差し支えなけ
ればお勤め先の名称を教えてください。 
 業種 １．製造 ２．金融･保険 ３．商社･卸小売 ４．建設･不動産 ５．運輸･通信  
６．情報処理 ７．病院･医療 ８．弁護士･会計事務 ９．マスコミ･印刷･広告 
１０．その他サービス １１．政府･公共機関 １２．学校･研究所 １３．その他 
 お勤め先の名称（                          ） 
 
問２１ 就職に際して宇宙少年団に参加したことが影響しましたか。 
１．影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 
（                             ） 
 
 
 
以上、ご協力ありがとうございました。
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